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1

ニ
田
學
會
雑
誌.
第

五

十

卷

：第
一
.號

.し
て
は
、
生
計
を
立
て
え
な
：い
と
い
う
こ
.
と
が
.か
か
る
零
細i

を
永
續
化
せ 

し
め
る
。.
こ
こ
で
は
、
好
ま
し
く
な
い
諸
條
件
に
あ
る
中
小
企
業
な
、ど
の
勞
働

.
:
者
と
零
細
織
相
業
が
墓
的
に
關
連
し
て
い
，る
。

• 

ニ
，っ
.の
低
龈
勞
働
力
の
一
っ
は
零
細
經
營
に
お
け
る
家
^
雲

力

で

あ
.り
、
.

.

他
は
中
小
工
場
で
の
厨
用
勞
働
力
で
あ
る
'°

前
者
は
主
に
小
巾
で
、
後
者.は
主
.

に
敗
巾
で
問
題
ど
な
る
。'そ
し
て
こ
れ
ら
が
傳
統
的
な
問
屋
制
度
の
殘
存
を
可
，

.

能
に
し
、
又
大
資
本
の
食
い
込
み
に
も
拘
ら
ず
、
徒
来
.の
問
屋
制
度
を
、■若

干
. 

の
變
容
を
伴
う
と
は
い
い
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
温
存
せ
し

.め
、
か
っ
商
社
の'' 

活
權
を
實
り
'あ
る
も
.
の
.
と
し
て
い
る
。

こ.れ
ら
の
履
用
勞
働
者
.
.
零
細
業
者
は 

,
商
己
の
立
場
を
擁
護
す
る
た
め’の
組
織
で
あ
る
勞
組

.
.
H

協
組
を
全
く
缺
い
て 

‘

い

る

か
-:
'

あ
る
'い
は
不
充
分
に
し
か
も
た
な
い
。
遠
州
織
布
業
で
の
勞
組
は
.五 

指
に
足
ら
ず
、，
亡
協
組
は
必
ず
し
も
零
細
業
の
籐
に
ょ
っ
て
動
く
も
め
で
は
な

) 

ぃ

,0
.
.
' 

- 

ハ

.

：

■..
 

, 

'
■

. 

'資
本
の
集
中
化.に
伴
っ
.て
、
.か
っ
て
地
方
的
水
準
の
小
^
&
を
中
心
と
し
て 

展
開
さ
れ
た
資
本
主
義
が
、.そ
の
本
據
を
全
國
的
.
國
際
的
水
準
の
大
都
市
に 

、
求

め

る

ょ

う

に.̂
る
。.
小
都
市
か
ら.大
^

E

へ
.の
.
こ
.の
.推
移
：に.お
い
.て
、.
資
本
'
. 

.

は
大
規
模
化
す
る
と
同
時.に
、
.そ
の
活
動
舞
豪
は
擴
大
さ4

る
。
そ
れ
1

即

に
. 

は
、
獨
岗
の
體
制
を
保
持
し
ぇ
た
地
方
產
業
ば
、

'

こ
の
段
階
で
は
、
大
資
本.の
. 

茭
配
下
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
地
方
性
を
失
.い
、
あ
る
い
は
输
薄
に
せ
ざ
る
を
ぇ 

な

い
.0

わ
が
國
に
お
い
て.は
、
大
資
本
に
ょ
る
地
方
產
業
支
配
が
資
本
的
同
一 

.

性
を
結
果
す
る
直
接
的
な
道
筋
で
：は
な
く
、
間
接
的
形
態
を
と
っ
て
い
る
事
例 

は
稀
で
な
い
。
そ
こ
で
は
、
地
方
性
は
弱
め
ら
：れ
は
す
る
が
、
、そ
.の
生
命
を
長

- 

ノ

三

八

(

三
八)

.

:

ら
え
る
こ
と

が

で

き

る

。

こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
：、
地
方
で
の
中
小
工
場
主
及 

:

ひ
問
屋
は
大
資
本
か
ら
手
綱
を
か
け
ら
れ
は
す
る
が
、
そ
の
地
位
か
ら
追
わ
れ 

は
し
な
.い
：と
い
う
こ.
と
で
あ
る
。
求

工

場

主

，
問
屋
の
存
在
理
由
、
換
言
す 

る
と
、
：中
小
乃
至
は
零
細
經
營
を
有
利

A
J'

す
る
條
件
は
技
術
的
であ
る
よ
り
、
 

む
し
ろ
社
會
的
で
あ
る
。

：

大
寶
本
が
地
方
產
業
を
直
接
的
に
吸
收
す
る
場
合
に 

’

.は
、
勞
働
の
生
產
性
向
上
に
よ
る
利
潤
獲
得
と
い
う
資
本
主
_

の
積
極
的
な
面 

.

.が
出
る
。1
こ
れ
に
反
し
て
、
問
屋
制
の
再
編
成
と
い
う
よ
う
な
間
接
的
形
態
で 

の
大
資
本
の.進
出
：は
、
そ
の
消
極
的
な
側
面
、
•低
廉
勞
働
力
の
上
に
あ
ぐ
ら
を 

.か
こ
う
と
す
る
傾
向
を
浮
き
立
た
せ
る
。
.
：

.

大
資
ホ
に
と
つ.
て
.は
可
能
で
な
い
低
廉
勞
働
力
を
、

：

中
小
工
場
主
，g

M

は 

動
員
し
う
る
。.こ
れ
は
經
營
規
模
別•
地
域
別
の
賛
金
格
差
と
し
て
.現
象
し
て 

，い
る
。

こ
，の
格
差
は
名
目
的
に
は
二
倍
、
實
質
的
に
は
三
倍
と
い
う
ほ
ど
に
計 

算
さ
れ
5
:る
。

こ
の
こ
と
は
賃
金
勞
働
者
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
家
內
エ

*

 

者
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
.
象
內H

W
?、

'.
特
に
家
族
從
事
者
が
賃
金
勞
働 

.■者
以
下
的
な
水
準
に
あ
る
の
は
珍
し
く
な
い
。
：
こ
の
よ

.う

，

な
格
差
か
ら
し
て
、 

技
術
的
高
度
化
に
逆
行
す
る
事
態
が
生
ず
る
。
か
か
る
狀
況
に
お
い
て
は
、
資 

本
主
義
の
消
極
的
な
側
面
が
顯
著
に
.な
り
、■.
勞
働
港
の
砠
れ
化
が
そ
の
_
途
に 

致
命
的
な
打
擊
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
0

こ
の
近
代
化
の
法
的
表
現
た
る
勞
基 

法
の
嚴
守
さ
え
、
家.內
經
營
と
.い
う
抜
け
道
は
あ
る
が
、
地
方
產
業
の
幾
つ
か 

に
は
決
定
的
な
影
響
を
興
え
う
る
。
大
資
本
の
あ
る
も
の
が
こ
の
よ
う
な
脆
弱 

な
も
の
を
基
盤
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
す
れ
ば
、
全

體

と

し

て

の

造

が
 

批
判
に
さ
ら
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
：，

:

ア
メ
リ
カ
の
土
地
投
機
に
關
す
る
一
研
究

'

.
 

-■ 

" 

■
 

.
 

'■

—
—

H
o
l
l
a
n
d

 

L
a
n
d

 

C
o
m
p
a
n
y

の

場

合一

1

.

..
 

:
 

: 

:

:•
-

.

.

.....

丨

' 

, 

+
r 

.

-

 

' 

.

 

.

 

' 

,

:

中，：村
.:勝
己 

•
 

■
 

....

ァ
メ
リ
ヵ
臾
に
於
け
る
西
部
の
意
義
を
初
め
て
ぜ
* 

J

.タ
I

ナー

が
ど
り 

あ
げ
て
以
來
旣
に
六
十
有
餘
年
を
閱
す
る
が
、

こ
o.
間
の
タ
ー
'ナ.丨
說
に
對
す
' 

.
る
批
判
は
優
に
一
っ
の
研
究
史
を
形
成
す
る
に
足
る
程
で
あ
る
。
土
地
問
題
と 

い
う
視
點
か
ら
タI

ナ
ー
說
を
見
れ
ば
、
そ
の
論
點
は
次
の
一
ー
點
に
要
約
出
来 

ょ
う
。
卽
ち
、.第
一
に
西
部
の
土
地
は
自
由
で
あ
っ
わ
。
別
言
す
れ
ば
、
西
部 

の
自
由
な
土
地
は
自_

獨
立
の
小
生
產
者
を
創
出
し
、

ァ
メ
リ
ヵ
民
主
主
義
搖 

.
藍
の
地
で
あ
っ
た
。'第
ニ
に
西
部
の
土
地
へ
移
住
し.た
の
は
東
部
(0
.
賃
銀
勞
働
. 

渚
で
あ
っ
た
。
以
上
の
ニ
點
か
ら
西
部
邊
境
は
東
部
に
於
け
る
社
會
的
條
件
の 

固
定
化
、
劣
悪
な
賃
銀
、
政
治
的
南
由
の
束
縛
に
對
し
、
個

人

主

義

• 

W

世
の 

街
經
濟
的
平
等
の
世
界
で
あ

‘り
、
.階
級
對
立
の
激
化
と
社
會
革
命
發
生
に 

對
す
る
安
全
辦
で
あ
る.と
.い
う
の
.で
あ
る
。
' 
こ
の
タ
I

ナ
I

說
に
對
す
る
批
判. 

P

要
.點
は
、

第
一
に
西
部
は
東
部
の
賃
銀
勞
働
者
に
對
す
る
安
全
瓣
で
は
な 

く
、
.寧
ろ
東
襲
民
に
對
す
る
そ
れ
で
あ
る
。
,第
二
に
西
部
へ
の
移
住
は
相 

當
の
費
用
を
要
す
る
が
故
に
、
：舳
賽
カ
な
入
植
讀
は
無
斷
居
住

#

と
な
ら
’ぬ
限

ア
メ
リ
カ
■の
土
地
投
機
に
關
す
る
--
*
硏
究
：

：

.

.

り
、
西
部
は
決
し
て
自
由
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
ぅ
ニ
點
に
歸
し
よ 

泛

而

し

て

西

漸

運

動

に

と

り

、

•

私
有
地
を
問
わ
ず
、
土
咖
役
機
業 

务
の
演
じ
た
役
割
が
次
第
に
注
目
ざ
れ
て
来
た
。
か
か
る
動
向
は
窗
に
西
部
の 

土
地
投
機
に
關
係
し
た
土
地
會
社
又
は
土
地
投
機
業
者
に
關
す
る
個
別
研
究 

に
'止
ら
ず
、
更
に
史
料
そ
の
も
の
の
刊
行
と
な
っ
て
表
れ
た
。

こ
こ
に
研
究
尉 

象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
オ
ラ
ン
ダ
土
地
®

の
史
料
集
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
.で 

あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
土
地
會
社
'は一
八
世
紀
末
葉
か
ら
ー
九
世
起
則
半
に
か
け
て 

ニ
ュ
I
，
ョ
ー
ク
及
び
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ュ
ニ
ァ
の
西
部
に
夫
々
庞
大
な
土
地
を
所 

有
し
た
が
、
ビ
ン
ガ
ム
の
編
纂
に
か
か
■る

「

オ
ラ
ン
ダ
土
地
會
社
文
書

」

ニ
卷 

は
そ
の
中
の
ー
ー
ユI 

.
ョ
I

ク
西
部
に
關
す
る
も
の
で
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ 

土
地
會
社
の
測
量
長2

七
九
七
丨
ー
A
0
0年)

及

び

代

理

人(

一
八
〇
〇 

丄

八

ニ

年

)

.
の
地
位
.に
あ
っ
たジ
a

丨
ゼ
フ
，
エ
リ
コ.ッ
ト
の
年
次
報
告 

.書
が
ら
成
る
。
本
稿
で
は
主
と
山
て
土
地
寶
賈
の
問
題
を
取
上
げ
、
そ
の
契
約 

內
辨
、'パ
移
民
誘
致
策
、
土
地
會
社
經
營
上
の
問
題
點
及
び
ニ

 

H 

I
 
,
.
ョ

ー

ク

州
 

の
政
治
^

の
關
係
等
を
檢
討
し
て
み
た
い.0,
' 

.

•

三
九 

(

三
九)
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田
學
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雜
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卷

第
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號
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1 > 

T
u
r
n
e
r
,

 5
V

. 

J
，,
^
h
e

 Frontier

 in A
m
e
r
i
c
a
n

 Histor_y, 

N
.

 Y
.
,
1920; 

T
h
Q

 

Rise 

of 

Middle 

W
e
s
t
,

 

181911

0029. 

iT.he ..American Nptioyp 

.•
 
>. Series, 

V
0
1
,
1
4
)

等
。

.之

.に
■對

:
.す
る
批
判
に
つ
い
て
は
中
屋
健
ー「

米
國
史
硏
究
入
趵」

.ハ昭
和
二
八 

.年)

.第
二
.章

「

フa

ン
テ
ィ
.ァ
學
說
と
そ
の
批
判」

.な
る
簡
潔
な
硏
究
.史
■ 

を
參
照
。
邦
語
文
献
と
し
て
は
高
木
八
尺

「

米
國
政
治
史
の
硏
究」

(

昭
和 

1

一
五
年)

第

三

章「

ホ
®
弊
治
史
に
於
け
■る
土
地
の
窻
義」

、

高
㈣
象
平 

.「

ア
メ
リ
カ
の
フ
卩
ン
テ
ィ
ァ

」
「「

人
文」

第
3:
號
所
載
、
高
村
象
平「

經
. 

へ
濟
史
隨
想」

C

昭
和
ニ
六
年)
：，所
收〕

、
同「

ホ
.I
ろ
ス
•テ
ツ
.ド
法
'制
定
前J 

( 「

三
田
學
會
雑
誌」

第
四
〇
卷
七

•
八

♦
九
合
併
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2) 

Go
o
d
r
i

o-h
,

O
J a

n
d

 Davidson, 

S4 
ご T

h
©
■

W
a
g
©
-
E
a
m
®
r

 

i
n

rt-
i
l
e
w
e
w

c+w
a
r
d

 .
M
o
v
e
m
e
n
t
'

.'*political 
■
 science Q

u
a
r
t


erly, 

V
o
l
.

01
0 (1935)

，
p
p
,

1
6
1
1
1
00
5
,
 

v
o
l
.
5
1
(
1
9
3
6
)
，

亡 p.

6
1
1
1
1
6
.

其
の
他
中
屋
氏
前
揭
書
參
照
。

.(

8)

例
え
ば
'
植
民
地
二 

丨•

ヨ..
丨

ク

の

知

辦

ジ
3
I

ジ

，
ク
ラ
ー
ク
■ 

の
土
地
投
機
に
關
す
る
硏
究
？

><E
d
i
t
h

 M., 

L
a
n
d

 
sp
e
c
ulat- 

i
§ in 

t
ha>
^

C
o
u
n
t
y
,

 

Ithaca, N
.

 

Y
.
,
1949.

又
植
民 

地
時
代
末
期
か
ら
獨
立
直
後
に
か
け
て
の
士
地
會
社
に
關
す
る
研
究
と
し 

て
は
、L

e
w
i
s
,

 

Go-
o
rof
q
e
' 

'E., 

Tiie 

JtJ
el
g
Jô)C

o
m
p
a
n
y
,

 
17631 

1798., 

A

 w-budy i
n
w
i
g
h
t
e
e
n

c+h
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e
n
t
u
r
y

 F
r
o
n
t
i
e
r

 L
a
n
d

 

s
p
e
c
u
l
a
t
i
o
n

 a
n
d

 B
u
s
i
n
e
s
s

 

v

a>-Jrture. 

Glendale, 

Calif., 

1941.

イ
リ
ノ
イ
及
び
イ
ン
デ
ィ
ァ
ナ
州
の
大
土
地
投
機
業
者
に
關
す
る 

研
究 

G
ac+
e
s
, 

*̂
raJJPoe, 

r
r
o
n
t
i
e
H
j
L
a
n

culords 

P
i
o
n
e
e
r

 "Tenants, 

Ithaca, 

N
.

 
Y

J 194W 

等
々
多
數
に
上
る
が
、

四 
o

r

(

四
0)

他
方
土
地
會
社
の
史
料
集
と
し
て
は
例
え
ばwailey, 

K
e
n
n
e
t
h

 P., 

(ed.) 

T
h
e

 

O
M
o

 

c
o
.
m

TJa
n
y

 

Papets, 

1753

丨1817, 

B
e
i
n

CR 

Primarily 

P
a
p
e
r
s

 

of 

t
h
e 

ス S
u
f
f
e
r
i
n
g
H
r
a
d
e
r
s
-
o
f

 

Penns
y
l
v
a
n
i
a
. Areata, 

C
a
l
i
f
1947 

(

編
者 wailey 

に
は
旣 

に

H
h
e Oh

i
o

 C
o
m
p
a
n
y

 o
f

 Virginia ancjl the 

M
o
v
e
m
e
p
t
,

 

a

 c
h
a
p
t
e
r

 in t
h
e

w
J
gcl
-
o
r
y 

of 

t
;
i
l
(I
>oolonial 

Frontier.:Glandale, c
a
l
i
r
1938 

な
る
研
究
が
あ
る)

の
如
き

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

，

.

(

4)

w
i
noq
h
a
m
, K01:>®rt 

W
a
r
w
i
c
k

 
了 (

e
d
o

 

H
o
l
l
a
n
d

 

L
a
n
d

 

c
o
m
p
a
n
y

w*F
a
p
e
r
^
R
e
p
o
r

ct-
s

oKlJ
o
s
e
p
h

 Ellicott, as 
c
h
i
e
>-
h 

of S
u
r
v
e
y

 

(179711800) 

a
n
d

 

as 

A
g
e
n
t

 

(

100
0
0
1
100
2
1

) 

of 

.tile

w
o
l
l
p
ts
o.Llayd 

c
o
m
p
a
n
H
s

 

P
u
r
c
h
a
s
e

 

in 

w
e
w
t
e
r
n

 

N
e
w

 Y
o
r
k
.

 2 VQ1S., 

Buffalo, N
.

 

Y
.
,
1937-1941 

C
J
B
U
t=
h.plo
 

Hi
s
t
o
r

 iced Society p
u
b
u
c
a
t
i
o
n
M.  

vol. 

X
X
X
I
I
,

 X
X
X
I
I
I
)

 

(

以
下H

m
c
o
t
t

 R
e
p
o
r
t
s

と
略
記
す
る
。)

本
史
料
集
に
っ
き
今
少
し 

く
說
明
す
れ
ば
、
第

—*
卷
の
最
初
の
部
分
は
土
地
！！
入
、
そ
の
測
量
•
，必 

要
工
事
及
び
其
れ
に
.關
す
る
會
計
報
告
か
ら
成
る
。
殘
り
の
約
三
〇
0
頁 

及
び
第
二
卷
前
半
一1

九
0
頁
は
エ
リ
コ
ッ
ト
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ァ
在
住 

總
代
理
人
ポ
ー
ル
•
，パ
ス
テ
ィPaul, w

u
s
t
i

宛
の
年
次
報
告
、
.第
二
卷 

後
半
は
エ
リ
コ
ッ

ト
の
後
繼
者J

a
c
o

D"s. 

ot
t
o

 (1

002111827
)

及
び 

■oavid E. E
v
a
n
s
.

 (1827

丨18
3
5
)

m -
名
の
同
じ
く
年
次
報
吿
掛
か
ら
成 

る
。
本
稿
で
は
エ
リn

ッ
ト
の
代
理
人
だ
っ
た
時
代
の
み
を
と
り
あ
げ
、
 

.オ
ッ

ト

ー

及
び
ェ
ヴ
ァ
ン
ズ
時
代
は
別
槁
に
ゆ
ず
る
事
に
す
る
。
代
理
人 

の
交
替
は
會
社
の
土
地
分
讓
政
策
の
轉
換
を
も
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ニ

獨
立
後
の
ア
メ
リ
ヵ
西
部
は
烈
し
い
土
地
投
機
の
舞
謹
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ 

に
と
り
あ
げ
る
三
ユ
！

.
ョ
I
ク
西
^
は
こ
の
土
地
^
機
の
最
も
烈
し
か
っ
た 

地
域
で
あ
っ
た
。
獨
立
後
ィ
ギ
リ
ス
か
ら
獲
得
U
た
ニ
ュ
ー

♦
,ョ
I
ク
目
双
の

.
 

所
有
權
を
め
ぐ
つ
て
、

マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ッと

.，

一
ユ
ー.

ョ
I
ク
は
互
に
讓
ら
な 

か
っ
た
が
、

一
七
八
五
年
マ
サ
チH

'セ
ッ
ッ
は
句
0

3 S
t
a
n
w
i
x

條
約
-に
ょ 

る

t
i
n
e

以
西
約
六
〇
〇
鹛
エ
ー
ヵ
ー
の
所
有
權
及
び
處
分
權 

.を
、
.，一
ユ
!
.ョ
：»
ク
は
そ
の
司
法
權
を
得
た
。
，そ
の
東
の
境
囊
は 
一

I

ユ
ー
.

ョ
ー

ク
と
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
工
，
ニ
ア
の
境
界
の
第
八
一
一
；哩
g
l
lを
^
北
に
走
る
線
、
 

卽

ちM
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s

 P
r
e
e
m
p
t
i
o
n

 L
i
n
e

で
あ
る
o'
こ
の
土
地
が
甘 

リ
バ
，—

フK

ル

プ

スOliver P
h
e
l
p
s

 

(

マ
サ
チ
エ
セ
ッ
ッ
の
軍
需
品
職 

入
監
。
官
職
を
若
干
も
ち
、投
機
の
機
會
を
も
っ
に
至
る)

及
び
ナ
ザ
ー一

H

ル
' 

ゴ_

ラ
ム

^
P
&§
s,
»-
JG

O
H
h
a
m
.
(

フ
エ
.
ル
プ
ス
と
同
じ
く
軍
需
品
供
給
.
 

に
活
躍
。
戰
後
官
職
を
も
ち
、
投
機
に
關
係
す
る
に
至
る)

の
入
手
す
る
所 

と
な
っ
た
が
、
財
政
的
困
難
か
ら
そ
の
內
ニ
H
D
萬
工
ー
ヵ
ー
は
フ
々
ラ
デ
ル 

フ
ィ
ア
の
宜
商
ロ
、、ハ
I
ト 

'モ
リ
ス
に
、他
の
部
分
は
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ッ
州
に
歸
屬 

し
た
。：

前
者
は
代
理
人
を
通
じ
て
ィ
ギ
リ
ス
人g

^

.
 

Pulteney, 

Patrick C
o
l
q
u
h
o

目

及

び

W
i
l
l
i
a
m

 

H
o
r
n
b
y

 

.

に
賣
却
各
れ
、
後
者 

ま
モ
リ
ス
の
手
を
經
て
、「

モ
リ
ス
保
留
地」

siMorris R
e
s
e
r
v
e
,,

を
除
き
、
 

西
端
の
約
三
三
〇
萬
工
ー
ヵ
I
が
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
，ム
.の
銀
行
家
.の 

一
團2

k

却
ざ
れ
た
。
こ
の
一
團
の
銀
行
家
は
へ
，Ho

l
l
a
n
d

ノ La
n
d

 C
O
B
P
-

 

I
.
.
を
組
織
し
た
の
で
あ
る
。
一

R

來
彼
等
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
情
ょ
り
す
る
.
 

金
融
不
安
を
避
け
る
爲
ア
メ
リ
力
で
公
偾
に
投
資
し
て
い
た
.が
、

ハ
ミ
ル
ト
ン

.

.

.
'ア
メ
リ
カ
..の
土
地
投
機
.に
.關
す
る
.一
.硏
究

の
財
政
政
策
が
金
融
的
.冒
險
か
ら
利
潤
を
減
少
さ
せ
た
爲
、
有
利
な
投
資
對
象 

を
求
め
て
、
.旣
に
土
地
投
機
に
手
を
染
め
て
い
た
。
か
く
て
彼
等
は
モ
リ
ス
の 

申
出
に
_
じ
、
こ
の
土
地
を一

〇
〇
萬
ド
.ル
で
賈
取
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、

..一
七
九
〇
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
獨
立
後
の
土
地
投
機
ブ
丨
ム
が
崩
壞
し
、
止
む 

を
得
ず
之
をM

民
購
貿
者
に
分
讓
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
。

註(

1) 

■ォ
ラ
ン
ダ
.土
地
#
社

w
O
H
a
n
d

 _
L
a
n
d
o
o
m
p
a
n
y

の
土
地
職
人 

の
事 
IPJ
に
っ
い
て
は
、E

v
a
n
s
,

 

P
a
u
l

 

D
e
m
u
n
d
,

 

T
h
e

 

Ho
l
l
a
n
d

 
L
a
n
d

 . C
o
m
p
a
n
y
,

 

Buffalo,: N.Y., 

1
9
2
4

.
 .MCNali,'Neil 

Adams,... 

.
A
n 

■
 A

oqricultural..HistoI:y 

o
f バ th

e

 

G
e
n
e
s
e
e

 

valley,. 179?186o. 

..philadelphF..19

OT2, pp. 11-16; s
u
m
-

 

n
o
r
, William. G

r
a
h
a
m
,

 

T
h
e

 

f
i
n
a
n
c
i
e
r

 a
n
d

 t
h
©

 F
i
n
a
n
-

 

.ce 
0
 ̂t

h
e

 A
m
e
r
i
c
a
n
.

 R
e

 v
o
l
u
t
i
o
n
.

Co
<0
^
. 

z
.
. 

y

 
こ

1
00

9
1
.
 

Vol.II. chap. X
X
X
I
I
L

 

(
p
p
.
铨
1
|
2
7
0
)

に
詳
し
い
。

(

2)
「w
i
l
h
e

 
日 w

i
l

t—'ink, Nicholaas V
a
n

 Staphorst, Pieter 

V
a
n

 E
e
g
h
e
n
,

 

H
e
n
d
r
i
c
k

 

voll.ell
h
o
v
e
n
.
^
.
R
u

chg'er. Jan. 

...schimmelpelmillck 
.す
ベ
.て
バ
タ
ヴ
ィ
ァ
共
和
國
の
ァ
■ム
ス
テ
ル
ダ
■
 

ム
市
民
に
し
て
-̂
A」

9
l=
:
B*
o
.
j
;
t
;
R
e
p
o
H
t
s
, 

I. p. 1
2
9
.
)

fn
x
w
a
a
s
c
h
,

 

.■
Ernst, Hollandisch® w

i
r
t
s
c
h
a
f
t
s

oqeschicht®. s. 205,206, 

408, 

409, 412, 

5S-
參
照
0

.

C
3

) 

Elli

o.ott R
e
p
o
r
t
s
,
1
L

 p
p
'
2

'rq0-271.

ン三
'

ニ

ユ

ー

*:
,
-
ョ

丨

ク

0
矶

の

±
地

賣

賈

に

お

け

る

矛

盾

を

一

言

に

す

れ

ば

、

會

「

•四
.一

-
(

3

 
一
 ) 

■



.

.

.
'三
.田
擧
會
雜
誌

:弟
五
十卷

：：

.1:第一

..號

.

.ン
'
 V

:.'
.

:
:

;
,

.

...

.社

.の
土
地
寶
郑
の
悪
本
方
針
が
、
か
の
，ゥ
ィ
リ
ア
ム
ス
ン
の
所
謂「

溫
床
制
度
1-
: 

h
o
t
-
b
e
d

..-
s
y
s
t
e
m

.''.

に
對
し
て
必
耍
經
費
を
最
小
限
に
切
詰
め
ハ
所
有
地
を
':

一
出
来
る
丈#

M

且
.つ
：大
量
に
藏
分
し
ょ̂
^
と
.す
る
.ヒ
對
し
：て
、：
他

方

移

住

者

の.
 

_

:
に
呔
土
地
購
入
資
金0
欠
如
と〕

い
：.ラ
事
情
が
對
比
さ
れ
る
。
そ
.-

で
#i

M
は

：： 

土
地
寶
却
の
爲
に
次
：の
嫌
な
方
針
を
採
ら
ざ
名
を
得
な
い
。
：
⑴

ハ
先
ず
土
地
を
、

•.
.測
*-
1

分
割
す
る
°

そ

の

方

式

は

公

幕

の

塲̂

^

似
て
い
る
が
、
：
分

割

覆：
：
'
:

は
三
.六
〇

ヱ
1
力ー

(
必
要
に
應
じ' 
一
，
ニ
〇
文
は
.ニ
四0

テ
ー
ヵ
ー
に
分
割)

で 

.
小
さ
い
。.
⑵

ハ
遨
路
の
建
設
ブ
遒
路
は
歡
住
者
を
誘
致
夂
賣
却
を
促
進
し
へ
地

ノ 

價
を
騰
貴
せ
し
め
る
丈
で
な
く
、

：
餘
剩
生
產
物
の
市
場
搬
出
を
助
け
て
土
地
代
. 

.
金
の
支
柳
を
促
が
す
爲.：
に
，
不

可

缺

な

も

の

，
で

あ

I

。
：建
設
の
勞
働
力
は
土
地
購 

入
.考
と
の
製
約
：に
ょ
り
、
土
地
代
金
-.

笑

は
.そ
の
一
部)

と

し

て

の

隱

建

設： 

勞
働
を
も
つ.て
之
に
充
て
る
。
但
し
こ
の
契
約
は
忠
實
に
履
行
さ
れ
ず

)

そ
の
へ 

建

設
,'
維
1

費
を
1

が
ら
^

^

に
夫
々
：.の
地
方
の
住
民'の
負
擔
，に

變

克

て

行

：
 

こ
ぅ
と
し
た
。(3
}

製

粉
.

製
材
場
、
鍛
冶
屋
及
び
農
村
店
舖
等
ん
植
地
.に

必
'■
' 

須
の
設
備
の
設
立
。
極
く
初
期
を
除
き
> 

は
商
工
業
に
直
挺
間
接
を
間
わ.

ず
投
資
す
る
事
を
避
け
、個
人
の
.イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ：

に
委
せ
た
。
敎
會
•學
校
設 

立
に
對
し
て
も
同
樣
の
方
針
を
採
つ
た
。
次

.に
賣
却
條
件
を
檢
討
す
れ
ば
、

一
.

A
o
一
 一

年
度
の
其
れ
はS

契
約
時
に
購
入
金
の一;

部
：(

五
丨
ー
〇
％)
：：を
前
拂 

い
し
、
.殘
金
は
四
分
割
し
、
第
一
囘
は
契
約
時
か
ら
第
三
年
滿
了
時
、
第
二
囘 

以
下
同
樣
に
し
て
六
力
年
賦
.で
完
濟
す
る
。S

現
實
入
植
者
と
な
る
。t

少
く 

. 

と
も
.

一

八
フ
イ
ー
ト
平
方
の
霞
を
建
て
、
一
定
數
の
家
族
を
.一：定
期
間
.

(

六—

 

一
二
力
月)

以S

に
該
土
地
に
定
着
せ
し
め
る
。
㈡
一
定
面
積
、

(

八
エ
ー
ヵ
ー)

.を
開
懇
す
る
事
を
條
件
と
し
て一

定
の
土
地
を
譲
渡
す
る
。

土
地
價
格
は
地 

味
、
交
通
の
便
宜
、
市
場
と
の
距
離
等
に
應
じ
一
樣
で
な
い
が
、一

一
.
五—

三

-

'

.

:

'.
•

.

四

ニ

’
 

■(

四
ニ)

ド
ル
、
但
し
大
ロ 

(

ー
 
：、
〇
〇
〇H

丨
，
ヵ

ー

以

上

)

の
場
合
は
五
I
一
 
〇
％
割 

引

。
'小
口
の
場
合
は
逆
に
割
高
と
な
る
。
然
る
に
寶
賈
の
實
愦
如
何
。

:...
.
 

.

.

.

.

. 

.

■

r 

•■
: .

.
.

.
.

'
,
+
.
.

謡 c
l
>

 

Treat, J
a
y
s
o
n

 J

fiJckson, 

T
h
e

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 L
a
n
d

 

sys- 

t
e
m
,

 1
7
S
5
-
1
S
2
P

 N
.

 Y
.' 1

,
c
h
ap. 

VIII. (pp..179

丨197
)
，

.
Appendix: II. 

(

P
P
V
3
9
5
-
4
0
0

)

.
高
木
八
尺
、
前
揭
論
文
參
照
。
ァ

メ
リ
ヵ
擧
會
編「

原
典
ァ
メ
リ
ヵ
史
じ
第
ー1 :

卷
ニ
八
三
丄
一
九
六
.頁
。

(

.2

.
7併
し

.

H

リ

,3
ッ
ト
は
道
路
建
設
に
橫
極
的
だ
っ
た
と
は
い
ぇ
な
い
節
'

も
あ
る
。Ev

a
n
s
,

 op. 

c
i
f

p. 279I28G.

•

(

3

)

:■
當

初

は

賛

銀

.の

.三

分

の

一

を

双

^

で

、

一

一

一

分

の

—
一

 

を

土

地
で
支
#

っ 

.

た
。Ellicott Reports, I. P

V
1
0
8
'
1
4
3
;

及
び179,180, 181,

ノ

1
00
2
■の
諸
表
。
履
行
さ
れ

.ぬ

.理

Ft
l

a p. 

143
)

一
八
〇
八
牢
以
後
は 

現
金
友
拂
を
行
，わ
ず
、
全
額
土
地
支
拂
。(E

m
c
o
t
t

 

Reports, 

I. p. 

364, E
v
a
n
s
,

 

o
p
,

 

e
ir-
p
. 2

7
5

 

(

:4
v 

...
土
地
會
社
は
都
め
..大
部
分
の
土
地
.を
.所
有
し
■て
い
た
が
、
道
路
税
は 

•

不
茌
地
主
..に
は
課
さ
れ
な
か
：っ
た
。
住
民
の
不
平
は
オ
ル
バ
ニ
ー
議
會
へ 

の
請
願
と
な
っ
た
が
、
會
社
は
こ
の
請
願
却
下
に
働
き
か
け
た
。Ev

a
n
s
,

 

o
p
.
'
c
i
f

p. 

2
8
T
2
S
7

 

a
n
d

 n
o
t
e

 1
..

併
し
土
地
で
支
狒
ぅ
道
路
建 

'
■設
ば

推

迪

，
し

た

0.

.

:

‘

(

5 ) 

E
l
H
c
o
t
t

 Reports, 

I. pp., 1
3
9
-
1
8
2
.

こ
、
に
至
る
い
き
さ
つ 

に
就
い
て
は.Eyan.s, 

op. 

cit
，，

S
. 222

丨22

9°
こ
の
東
に
位
す
る 

P
u
l
t
e
n
e
y

 

所
有
地
の
代
理
人 

J
a
m
e
s

 

W
a
d
w
o
r
b
h
〔J
e
r
e
m
i
a
h

 

:
高a

d
w
o
r
t
h

の
從
兄
.弟
；！.の
契
約
條
件
と
の
比
較
研
究
に
は
、
；

McNall,

Op. 
c
i
t
.
v
c
h
a
p
.
1
L

 

(
p
p
.
17

丨31.) 

.

H

先
ず
我
々
はj

八
〇

一
年
及
び
一
八
◦
ニ
年
度
の
報
告
書
に
附
せ
ら
れ 

.た
寶
却 
一
g

f
を
檢
討
し
て
み
る
事
に
す
る
。
購
入
面
積
は
一
〇
〇
丄

 

ー0

0 

エ
ー
ヵ
ー
が
多
い
が
ノ
右
の
表
に
親
れ
た
瞵
入
者
の
中
に
は
第
一
卷
中
の

<
1
*

 

帳
簿
へ
へ
七
九
八
年
三
月
五0
|

一
 

八
0
〇
年
ニ
月
ー
四
日)

に
よ
り
測
量
師
• 

測
量
助
手
*
各
種
不
熟
練
勞
動
者
と
し
て
眉
傭
さ
れ
て
い
た
事
が
明
か
な
者
が 

含
ま
れ
て
い
る
。
併
し
不
幸
に
し
て
賣
却
ー
■
ま
は
僅
か
に
ニ
力
年
分
が
收
錄 

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ぬ
爲
、
兩
者
の
關
係
が
、ど
の
程
度
結
付
く
の
.か
に
わ
か
に 

斷
定
し
難
い
。
又
同
ー
人
物
が
何
ロ
办
契
約
し
て
い
る
例
も
若
干
見
え
る
。
更 

，に
右
：の
表
に
於
て
⑴
耕
作
能
力
又
へ
は
支
拂
能
力
を
こ
え
た
面
積

(

ニー

三
倍)

の 

土
地
を
契
約
し
て
い
る
の
は
何
故

I
)
。

(2
)

又
購
入
者
と
し
て
現
れ
た
者
は
原.
 

契
約
者
で
あ
る
事
は
明
か
だ
が
、
果
し
て
規
實
の
入
植
者
と
な
っ
た
か
、
永
く 

こ
の
土
地
を
保
持
し
た
と
考
え
て
よ
い
か
、
と
い
ぅ
重
要
な
問
題
が
早
く
も
表 

れ
て
來
る
が
、
之
等
の
點
に
っ
い
て
は
後
段
で
觸
れ
る
心
算
で
あ
る
。

㈡

第
二
に
®

側
は
ニ
ガ
年
に
一
'五
萬
エー
力
I
を
寶
却
す
る
豫
定
だ
っ 

'た
が
、
期
待
に
反
し
賣
却
は
著
し
く
不
振
で
あ
っ
た
。
そ
.の
理
由
は

い
く
っ
か 

考
え
ら
れ
る1

)

最
大
の
原
因
は
勢
紗
喚£'
|
微
か
で
ぁ
る
。
東
部
の
舊
社
會 

か
ら
貧
窮
と
不
遇
の
中
に
移
住
し
て
來
た
購
入
者
、

T

一
揃
い
の
衣
類
さ
え
持 

っ
.て
い
な
ば」

#
ぼ
^
に
と
っ
て
、
前
拂
金
を
現
金
で
支
拂
ぅ
事
は

g
)

め
て
囷 

難
で
あ
っ
た
。「

申
込
者
の
，四
分
の
三
は
前
拂
金
を
支
拂
え
な
か
っ
た

」

し
、

支
狒
を
延
期
す
る
がノ

支
拂
っ
た
前
拂
金
を
困
窮
の
爲
に
柳
戾
し
さ
え
せ
ね
ば
；
 

な
ら
な
い
樣
な
春
が
少
か
ら
ぬ
實
情
に
於
て
は
、
そ
の
支
拂
を
嚴
格
に
し
て
移 

,保
者
を
傲
の
ョ
リ
寬
大
な
地
方
に
追
い
や
る
よ
り
.は
、
入
植
者
に
上
っ
て
行
わ 

れ
る
於
免
に
因
る
地
價
の
騰
貴
を
狙
っ
た
方
が
有
利
.で
あ
っ
だ
。
；
又
地
價..X

小

：
 

.寶
價
格)

を 

一
•
七
五
丨
ニ V

五
〇
ド
ル
、
取
均
ニ
ド
ル.に
下
げ
、
，
信
用
も<

ア
メ
..リ
カ
.の
土
地
投
機
.に
關
す
る
一
.硏
究
.

力
年
に
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
.た
0
 

闫
卸
寶
中
心
主

_
の
|
^
|
。
當
初
は
入
植
者
の
資
力
が
經
驗
上
期
待
出
来 

ぬ
か
ら
、
'急
逑
な
現
金
獲
得
に
は
卸
賣(

タ
ゥ
ン
シ
ッ
プ
の
少
く

と

も
八
分
の 

.一.以
上
卽
ち
.三
0
0
〇
工
ー
ヵ
ー
以
上)

.
が
よ
い
と
い
う
政
策
を
#
つ
た
ガ
、
 

實
際
は
小
®
の
.方
が
多
か
っ
た
爲
修
疋
を
必
要
と
し
た
。
の
み
な
ら
ず
卸
寶
政 

策
は
重
大
な
弊
害
を
生
ん
だ
。
卽
ち
其
れ
は
著
し
く
土
地
投
機
を
刺
戟
し
た
。
.
 

然
ら
ば
會
社
と
移
住
者
と
の
間
の
契
約
か
ら
ど
の
樣
に
し
て
土
地
投
機
が
生
じ 

得
た
.の
か
0 

:.
.

、う

■

.

.
現
實
入
植
者
の
契
約
猶
行
狀
態
を
見
る
と
、

旣
述
の
契
約
條
件
を
滿
し
て 

「

契
約
書」

A
r
t
i
c
l
e
s
o
f

 A
g
r
e
e
m
e
n
t
s

を
與
え
ら
れ
て
い
る
者
は
極
め
て 

少
數

.で
、
大
部
分
は
' 
定
着
改
良
は
し
て
い
る
が
前
拂
金
の
一
部
又
は
全
部
を 

支
拂
っ
て
い
な
い
。
.：か
か
.る
貧
し
い
入
植
者
に
對
し
て
實
際
は
不
完
全
な
®
订 

.
で
あ
っ
て
も
契
約
書
を
興
え
て
い
る
事
が
多
い
。
彼
等
の
大
部
分
は
何.H

丨
力 

.
丨
か
の
改
良
を
後
か
ら
.來
る
ョ
リ
恒
久
的
.
ョ
リ
富
裕
な
移
住
者
に
轉
寶
し
よ 

う
と
し
た
。
契
約
書
を
得
る
迄
に
旣
に
何
人
も
の
手
を
經
て
了
っ
て
い
る
！I

な 

狀
況
で
も
、
.嫱
地
價
騰
貴
に
貢
献
す
る
か
ら
、
.會
社
亿
と
っ
て
彼
等
は
强
ち
_ 

擊
す
べ
き
で
は
な
，か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
又
、
實
際
に
入
植
せ
ず
改
良
も 

せ
ず
、
前
拂
金
も
全
く
又
は
僅
か
レ
か
茭
拂
わ
ず
、
專
ら
地
價
騰
貴
を
待
っ
て 

轉
賣
せ
ん
と
す
る
者
も
.あ
っ
た
。
彼
等
は
改
畏
に
よ
っ
て
そ
の
地
方
の
繁
榮
に 

貢
献
せ
ず
、
他
人
の
入
植
を
妨
げ
る
が
故
に
最
も
有
害
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、

.

無
斷
居
住
者
：.

s
q
u
atter”

i
n
t
r
u
d
e
r

が
力
レ
ド
ニ，ア
の
南
と
、

ウ
ィ
リ
ン 

.ク
所
有
地
の
、
肥
沃
な
ジ
ェ
ネ
'、

V
—

河
流
域
に
多
數
入
り
こ
ふ
だ
0
彼
等
は
勿 

.'
■
.

論
土
地
I
對
す
る
何
等
の
權
利
を
も
有
し
な
い
が
、
'所
有
者
に
と
っ
て
は
、

そ 

.
の
追
い
立
て
に
要
す
る
費
用
や
紛
爭
を
考
え
れ
ば
、
，
寧
ろ
彼
等
と
普
通
の
契
約

' 

丨

四

三
'.

'
'(

四ーーー)



:

三
田
學
會
雑
誌
.'
第
五
十
卷
第
一
.號

を
結
び
、
先
i

を
認
め
た
方
が
有
利
で
あ
っ̂

,

以
上
で
明
か
な
如
く
、

エ
リ
コ
ット
，は
入
植
者
に
對し
て

比
較
g
m
大
で
あ

つ
た
か
の
如
く
で
あ
る
0

「

寬
大
と
恩
惠
は
オ
ラ
ン
ダ
土
地
會
社
の
モ
ッ
ト
ー

」

(

P
.
.バス
テ
ィ

)

で
あ
つ
た
の
は
、-:
エ，
リ
コ
ッ
'卜
が
入
植
者
に
同
淸
的
だ
つ 

バ
17) 

3

た
丈
で
な
く
、
何
ょ
り
も
現
實
的
利
害
の
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、

.

と 

に
か
く
こ
の
間
を
縫
つ
そ
大
小
無
數
の
桡
機
者
が
入
り
込
ん
だ
。
そ
こ

で
こ
の 

土
地
投
機
i

が
土
地
投
機
者
に
惱
ま
さ
れ
る
と
い
ぅ
皮
肉
な
事
態
が
如
何
に 

し
て
起
つ
た
か$

し
.檢
討
し
て
み
た
い
。

|£(

6) 

g
^
o
oct
cf
-
^
o
p
o
^
cl
-
w
J
.一八o

 
一
 

(
p
p
.
179

丨182
)
，

ー
八
〇
ニ

 

(pp. 

2
000
丨21

0
)

■の
.兩
年
度
の
み
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

ー
/\
〇
ー
年
度
は 

o
. 

P 兩
地
區
に
夫
々
匸
§
»
M.̂
a
®a.
s
a
l©.
% 
ニ articled 

sale 
じ
の 

1

一

表

あ

り

.
、
/
一

 

八

〇

一
一
-年
度
は
紛
ゎ
し
い
の
で
契
約
成
立
分
-©
^
^
1
0
&

 

sale
)

の
み
が
附
さ
れ
て
い
る(Ellieott reports, I, p

,

to
6
0

)

。

一
 

八
〇
三
丨
一
八
〇
七
年
度
の
一
覽
表
は
收
錄
さ
れ
て
.い
な
い
。

o 

Historical .society .publications, vol. X
X
X
I

 
の

>
p
p
®
y
a
x

 

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
遺
憾
乍
ら
參
照
の
便
宜
を
も
っ
に
至
ら 

.

な
ぃ
。)

(

7) 

Ellieott Reports, 

I. pp. 

1
1
1
1
1
2
5
.

主
な
費
目
は 
土
木
工
事
.. 

資
材

•
賃
銀

•
生
活
赘
獬
等
で
あ
る
。

(

8)

支
拂
完
了
し
、
掠
印
證
遨d

e
e
d

が
與
ぇ
ら
れ
た
農
地
の
規
模
は
普

通
次
の
如
し

-M
o
n
r
o
e

郡
で
0
的
仏6
1
1の

掠

印

證

書

一

一

一

通

ハ

、
一

八
〇
ニ
丨
一
八
二
三
年)

中 
一
二
五H

丨
ヵ
ー
以
上
は
僅
か
に
四
通
、

.
 

L
i
v
o
m
i
a

で
は
三
七
件
の
契
約(

一
八
〇
四
丨
ー
，八
〇
六
年)

中
、
ー
〇
〇
.

四四

\ 

(

四四

)

工—

ヵ
'|.を僅

.か
'に越え

.るもの四、七五ェーヵー以上三、五

0—

七
 

..五ェ一ヵ

I
は一

.六

.、又

、G
e
n
e
s
e
o

 

.及び

A
V
O
P

のヮォズヮー.ス
 

個
人
所
有
地
で

-1

八
一
七
年
以
前
の
賣
却
農
地
中

 

一
ニ
五
ヱ

ー

ヵ

ー

以上

ニ
三
、
七

五

丨

一 .

0

0

ヱ
ー

ヵ
ー
一
ー

.
、
五

0

—

七
五
ヱ
ー
ヵ
ー
三
一
で
あ

る0
又
 

A
l
l
e
g
a
n
y

 

郡
及
び
 

A
l
f
r
e
d

 t
o
w
n

 

(
p
u
l
t
e
n
e
y

 

所
有
地

) 

:

でも
.平均
規
模
は

 

一
0

0
ヱーヵーを割っている。

(
M
C
N
a
l
l
,

 

O
p
.

 

cit., 

p
p
.

 

38

丨39
)
.

之
等
は
當
面
の
地
域
よ
り
東
部
に
位
す
る
が
、
一
 

家
族
の
經
營
す
る
農
場
の
規
模
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

オ
ラ
ン
ダ 

土
地
會
社
の
場
合
も
三
六
〇
ヱ
ー
ヵ
ー
を
三
分
し
た

 

一ニ〇ェーヵーず
 

っ
が
現
實
入
植
者
の
手
に
ト
歸
し
て
い
る
例
が
多
い
。

(

9) 

S
.

測

量

が

中

、込

に

追

い

っ

か

ぬ

。

 

.

.

.

.

.
(P
)

.
外
國
人
の
土
地
所
有
に
對
す
る
敵
意
。
又

.會
社
は
劣
等
地
の
み
賣

0 

.出
し
、
優
等
地
は
保
留
し
て
い
る
と
い
ぅ
批
判

(

こ
の
點
は
重
要
な
問
題 

と
な
る
。
後
述

)

。

H
 

.
税
金
滯
納
に
よ
る
入
植
者
財
產
權Q

不
安
定
化
の
危
惧
。

㈡

疾
病
の
流
行
。

脚
.U

p
p
e
r

 C
a
n
a
d
a

で
の
土
地
廉
賣
。

N

■地
價
高
く
、
市
場
へ
の
距
離
遠
い
。

(
E
n
i
c
o
t
t

 R
e
p
o
r
t
s
,

 

I. 

pp. 

1
6
0
-1

6
5
.)

(

10) 

Ellieott 

R
-O
p
o
r
t
w
, 

I
.

•?1
0
8
'

 

s

) 

E
v
a
n
s
,

 

o
p

，
cit., 

p. 

234.

12〉

«

日
§
沣
 

R
©
p
o
r
t
s
,

 

I. 

pp. 

1
6
0
1
1
6
2

,

改
良
し
た
土
地
は
ェ

 
I 

力
ー
當
り

 
一

ー0
ド
ル
は
す
る
？

—

'
一一 

三ド
_

ル
の
前
拂
金
を
支
拂
わ
ぬ
か
ら
と 

て
入
植
を
拒
否
す
れ
ば
、
一

0
ェーカーの改

-
M

を
行
っ
た
場
合
ニ

0
〇

ド
.ル
に
達
す
る
で
あ
ろ
ぅ
値
上
.り
を
、
.
一

一

一

三

ド

ル

の

爲

に

央

.ぅ

.事

.^
な 

'る

(
L
.
P
.

 1.2.)°

尙
改
良
に
ょ
る
地
價
騰
貴
に
つ
い
て
は
、Ellieott 

. 

Reports, 

I
r
p
. 29. E

v
a
n
s
,

o
p
. cit., 

p. 234, 

Mc
N
a
l
l
,

 

o
p
. eit., p. 27.

(

13) 

Ellicot

ct-
R
e
p
o
r
t
s
,

 

I. pp. 170—172, 

E
v
a
n
s
,

 

op. 

e
ii+

pp. 

221-222.

(

1 4) 

E
n
i
c
o
t
t

 Reports, 

I. 

p. 

2
0Ppp. 230—2

3
1
.

具
體
的
に
は

.

ー
八
0'
1
及
び
ー
八
〇
ニ
兩
年
度
の
賣
却
--
*
覽

表(

前
出)

參
照
。

(

15)

こ
の
點
は
後
述
。

.
，

.

1 6

.

)

t?
J
日 
§

<+
汁 Reports, 

I. 

p
.

to
6
5
, 

II. p
p
.
136 

丨7,
1
6
8
—169, 

s
q
u
a
t
t
e
r

に
關
し
て
は
一
八
世
紀
末
迄
の
其
れ
.に
關
し
て
、Ford, A

m
-

 

elia clewl@y. 

Colonial 

p
r
e
c
e
d
i
B

oqs 

of 

O
u
r

 

National. 

L
a
n
d

 S
y
s
t
e
m

 as it existed in 

1800, 

1910. 

chap. 

VII, 

(pp. 112—1
4
2
)
；

公
有
地
に
關
し
て
は Treat, O

p.

 

c
irpassim. 

- 

特
に 

p. 374, 

1pp. 

384—S85 
ハ

W

^
Ĉ
P
HCU
”
 

B
e
n
j
a
m
i
n

 

Horace,

A

 H
i
s
t
o
r
y

 
0
H>Public L

a
n
d

 policies. 1924. p. 42, 56,

57, 

Chap. 

IX. 

(pp. 

1
4
t
l
7
s
,

 

chap. 

X
.

 

(pp. 

171120

00〕
； 

E
v
a
n
s
,

 

o
p，eit., p. M

5
4
; M

c
N
a
i
l
,

 

o
p
.

 cit., p. 42, 

C
T4.其 

の
他
隨
所
。

高
村
象
平「

ホ
ー
A
ス

テ

ッ

ド

法

制

定

前

」
(「

三
田
.學

會

雜 

誌」

第
四
0
卷
七

-;
;
八

.
九
合
併
號)

(

17) 

o
p
.
' 

c
i
f

p., 

233 

§
ct
-
®
M
.
”
co
Qcn
? 

3
0
5
1
3
0
7

 J..

s
o
-
 

Nall, 

op. 

c
i
r
p
f
e
.

18) 

w
l
w
-
 

0
? 
O
F 
s
. 3

0
T
3
0
9
.

外
國
人
地
主
に
對
す
る
敵
意
、

他
の
投
機
業
者
と
の
競
帶
、.
廉
價
な
公
有
地
の
寶
出
し
等
の
外
に
、
陪
審

.ァ
メ
リ
カ
の

-:
1
;地
投
機
に
關
す
る
.ー
硏
究
.

員j
s
y

と
な
る
賓
格
は
自
出
農
民freeholder 
.た
る
べ
き
事
、
又
一 

八
〇
七
年
の
選
擧
に
絡
み
財
產
に
ょ
る
選
擧
權
制
限
を
め
ぐ
る
フ
ェ
ヂ
ラ 

:
リ
：ス
ト
と
入
植
者
と
の
銜
突
•流
血(

こ
の
解
決
は
前
者
は

.一

八
一
五
年
、

'
後

者

は

，
一

八

一

九

年

)

と
い
ぅ
狀
況
の
下
に
、
會
社
は
信
用
出
來
る
債
務 

‘
..者
に

は：dee<i

i;

を
與
え
る
傾
向
が
あ
つ
た
と
い
つ
た
事
情
も
考
慮
さ
れ 

ね
ば
な
る
ま
い
0 E

v
a
n
s
,

o
p
. cit., pp. 

2
4
4
1
2
4
9

の
極
め
て
興
味 

あ
る
敍
述
參
照
。 

•
 

k

西
部
の
土
地
問
題
の
硏
究
者
と
し
て
令
名
あ
る
'

?

^
ゲ
ィ
ッ
敎
授
は
、

ア 

メ
リ
力
の
土
地
投
機i

の
四
類
型
.を
擧
げ
て
、
ア

メ

リ

ヵ

農
民
は
潜
在
的
な 

土
地
投
機
者
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が

)

、
他

方「

公
有
地
政
策
史」

の
研
究 

に
於
て
ヒ
バ
：
丨
ド
敎
授
は

「

馬
鈴
薯
ょ
り
も
更
に
多
く
の
貧
困
を
產
み
出
し
、 

又
小
麥
や
穀
物
を
栽
培
す
る
ゲI

ム
の
中
で
神
の
賜
ぅ
日
光
を
利
用
す
る
以
上 

に
、
ポ
ー
ヵ
I

を
し
て
夜
更
し
を
す
る
職
業
的
投
機
業
者

」

と

「

彼
の
財
產
に 

應
じ
て
自
ら
投
機
者
と
な
る
農
民

」

と
の
間
、.
或

は「

最
初
の
購
入
者
と
最
初 

.

の
農
民」

と
の
間
に
は
屢
ぐ「

一
聯
の
小
投
機®

」

Jo
o
f sm

a
l
l
e
r

 

■
s
p
e
c
u
l
a
t
o
r
s
.

が
介
在
す
る
と
述
べ
て
い
る.0
何
故
、
■如
何
に
し
て
か
力
る現 

象
が
生
じ
え
た•の
か
。
我
々
の
當
面
の
研
能
對
象
に
卽
し
て
言
え
ば
、

㈠

會
社 

の
初
期
の
卸
賣
政
策
が
何
人
か
の
卸
寶
人

w
h
o
l
e
s
a
l
e
r

を
生
み
出
し
た
。 

㈡

會

社

と

雙

：者Q

0

Q

講

條

件

Q

中

！̂

購
入
者
の
耕
作
能
力
又
は
支
拂 

能
カ
を
こ
£

た
規
模
.の
土
地
を
契
約
す
る
事
を
可
能
に
す
る
も
の
が
あ
つ
た
、 

と
-い
ぅ
事
が
出
來
よ
ぅ0 

:

㈠

オ
ラ
ゾ
ダ
土
地
の
初
期
の
卸
寶
中
心
政
策
が
生
み
出
し
た

S

M-
人

四

五

(

四
五)



三
：
田
學
：脅

雜

誌
'
.第
苏
十
卷
ぐ
第
.

1:;

號
、
：

...V

は A
d
a
m

 H
o
o
o
s
'
J
o
h
n

 M
c
M
a
h
a
n

 
及

び.
J
a
m
e
s

 

M
c
M
a
h
a
n

 
兄

^

、 

F
.

 A
，
N
o
r
t
o
n
,

 

S
a
n
f
o
r
d
,

 

J
o
s
e
p
h

 M
c
C
l
u
e
r

 
及
^
0
1
1
く
肖
？
}
1<1
>
^
3

• 

-
 
:
 (

3) 

>
 

.

a
n
d

 

L
e
m
u
e
l

 .
.
C
M
p
m
a
n

等
で
；あ
る
。
.：總
じ
て
彼
等
は
大
量
の
移
住
者
を
つ 

れ
て
入
植
す
る
と
稱
し
て
、
最
も
肥
沃
な
、
最
も
交
通
の
便
利
な
土
地
を
犬

*
 

且
っ
龈
價
にM

占
め
、
何
年
間
も
前
郷
金
さ
え
滿
足
：に
支
拂
わ
ず
、
税
負
擔
を

#
 

社
に
負
わ
せ
:-
'

1

ょ
り
惡
い
條
件
で
覽
ろ
ぅ
と̂
て
い
た
。
：更
：に
彼
等
の
契.
 

約
不
履
行
は
'

彼
等
か
ら
土
地
を_

入
：す
る
者
の
權
利
を
不̂
^

な
ら
し
.め
、 

入

植

者

はS
p
l
l
r
e
l
l
a
s
e

 

o
f

 

T
x
o
u
b
l
e
s

と
稱
U

て
之
を
避
げ
だ
。
後
日‘ 

土
リ

コ

ッ
ト

は「

之
は
私
が
最
も
有
利
な
原
則
を
知
ら
な
い
初
期
に
行
わ
れ
た 

契
約
で
あ
る」

。
-と
告
白
し
て'い
る
。

出
資
者
達
は
代
理
人
が
保
守
的
す
ぎ
て 

有
利
な
寶
却
を
み
す
み
す
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
惑
を
：抱

い

た 

が
、
概
し
て 

ー
0

年
代
に
入
っ
て
以
降
エ
リ
コ
ッ
ト
在
職
中
は
勿
論
八
三
^

年 

代
の
中
頃
迄
は
大
口
寶
賈
は
行
わ
れ
，な
か
っ
た
。
海
岸
地
方
に
大
量
の
.土
地
を 

質
ぅ
丈
の
資
本
が.蓄
積
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

)
。
'

ン
：

-

.
•

㈡

併
し
乍
ら
、':
'
-之
等
の
大
投
機
者
と
等
し
ぐ
、
否
其
れ
：以
上
.に
エ
.リ
コ

ッ 

ト
を
惱
し
た
の
は
小
規
歡
な
投
機
者
で
あ
'っ
た
。
彼
等
は
如
何
に
し
て
、
自a 

の
耕
作
能
力
又
は
支
拂
能
力
を
こ
え
た
規
模
卽
ち
そ
の
ニ
倍
、
三
倍
或
は
其
れ 

以
上
の
土
地
を
購
入
出
來
た
の
か
。

.s

先
ず
土
地
購
入
資
金

(

の
一
部)

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
胄
部
の
海 

岸
又
は
そ
の
近
く
の
舊
農
場
を
處
分
し
て
得
ら
れ
る

も

の
で

あ
ん
。
極
め
て
大 

づ
か
み
に
言
え
ば
、
東
部
農
場
價
格
は
工
ー
力

ー

當

り

一四
ド

ル

で

あ
る
に
舞

 

し
、
西
^
ジ
ェ

.
ネ

シ

丨

地方
の
そ
れ
■は
三ド

ル
で
あ
る
,0
マ
.サ
チ
ュ
セ
ッ
ッ

.や

.. 

コ
ネ
テ
ィ
力
ッ
ト

或
は
ヴ
ァ
ー
、モ
ン
ト

.の
丘
陵
地
帶
の
瘦
せ
た
農
場
に
し
が
み 

つ
い
て
い
た
農
民
が
、
西
部
の
土
地
投
機
業
者
の
廣
吿
を
見
て
、
自
己
の
農
場

■ 

.

:::
,
.四

六

.

'

.

.

.

S

5

.

■を
處
分
し
て
移
住
す
る
姆
は
多
い
が
、
.遺
憾
乍
ら
オ
1フ
シ
ダ
.土

地

會

社

に

關

す 

:

る
事
情
は
明
確
で
は
奪
い
？
ゥ
ォ
ズ
ヮ
ー
ス
や
フ
ィ
リ
ッ
プ

•
.
チ
ャ
.丨
チ
の
農 

.場
交
換
.の

方

式

は

極

め

て

興

味

深

い

が

、

農

場

交

換

：は

投

機

！
^
.
の

立

場

か

ら 

は
失
敗
で
あ
っ
た0
' 

-

:

,

.

■'
-

S
:

«•
'—
*
に
、
前
述
せ
る
如
く
、
移
住
者
は
敷
約
時
に
前
拂
金
と
：し
て
購
入

. 

金
の
.：一
部
を
支
拂
わ
な
く
て
も
、
或
る
期
間
そ
吖
土
地
を
利
用
出
来
た
。
從
っ 

て
こ
の
期
間
內
に
或
る
面
積
の
土
地
を
改
提
し
て
、
之
を
第
三

.者
に
.轉
寶
し
、 

そ
の
差
額
金.を
も
っ
て
他
の
土
地
購
入
の
前
拂
金
に
充
て
る
事
が
出
双
た
。
又 

:

_
入
地
例
文
ば
三
六
〇
エ
：
丨
ヵ
ー
を
三
分
割
し
、

一
ニ

0

エー

ヵ
ー
ず
っ
三
家 

.
族

に

轉

賣
'L

'
、''
原
契
約
者
は
と
の
差
額
金
を
も
っ
て
新
た
な
土
地
の
前
拂
金
と 

し

た

。
，
、
こ

の

場

合

は

必

ず

し

も

改

良

を

行

わ

ず

「

チ

ャ

ン

ス

」

の
®

と

し

て 

倍
額
の
金
を
得
る
事
は
容
易
で.あ

っ

た

。

多

少

の

改

良

を

加

え

れ

.ば

そ

の

差

額 

は
更
に
大
き
く
な
る
事
は
申
す
迄
も
な
い
。
斯
く
て
：

「

最
初
の
入
植
者
は
、
經 

驗
'の
示
す
所
で
は
、
殆
ん
ど
土
地
代
金
を
支
拂
わ
ず
、
最

10

に
改
良
し
た±
%
 

を
永
く
所
有
す
る
事
は
稀.で
、
支
拂
ゎ
れ
る
前
に
屢t
第
二
、.
第
三
、
第
四
の 

入
植
渚
に
ょ
っ
て
•

•

さ

れ

て

いた
。」

「

購
入
者
が
見
出
さ
れ
る
や
を
や
、
そ 

の
土
地
の
か
な
り
の
部
分
は
他
人
の
手
に
讓
渡
さ
れ
て
了
5 2」

の
で
あ
る
。
正. 

に
Gb

i
r
d
s

 

o
f

 

p
a
s
s
a
g
e
s

 

(

渡
り
鳥)

な
の
で
あ
る
。

扨
、
.こ
の
樣
に
原
_

入
者
か
ら
そ
の
土
地
を
分
割
し
て
何
人
か
の
購
入
者
に 

.轉
竇
す
る
時
、
或
は
同
 

一
土
地
が
何
人
も
の
購
入
者
の
手
に
次
々
に
轉
寶
さ
れ 

た
時
I

之
が
寧
ろ
常
態
で
あ
っ
た
事
は
旣
述
の
通
り
で
あ
る
—

そ
の
所
有 

權

と

債

權
•

債
務
關
係
を
明
確
に
す
る
事
が
必
要
と
な
る
事
は
勿
論
だ
が
、
特 

に
原
睛
入
者
が
契
約
條
件
を
履
行
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
彼
.か
ら
轉
寶
を
受 

け
た
者
の
權
利
は
頗
る
不
安
定
と
な
り
、
紛
苹
の
種
と
な
っ
た
。

の

み

な

ら

ず
、
轉
竅
が
會
社
の
知
ら
な
い
裡
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
裏

は

購

入 

者
の
實
態
を
っ
か
み
難
く
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
會
社
は
、
.原
契 

約
を
i

し
、
新
た
な
契
約
を
現
在
の
睛
入
者
と
締
結
し
、
所
有
權
の
脅
威
を

'. 

取
除
く
と
共
に
、
更
に
積
極
的
に
大
量
の
土
地
購
入
者
を
し
て
、：
彼
の
土
地
を
.：
 

分
割
し
て
、
第
三
者
に
處
分
す
る
事
を
可
能
に
し
た
。
蓋
し
原
購
入
者

——

會 

社
に
對
す
る
唯
一
の
僙
務
腹
行
責
任
者|

は
大
抵
契
約
を
腹
行
せ
ず
、
而
も 

多
く
は
郡
外
に
移
住
し
て
了
っ
て.い
て
、
ど
ぅ
に
も
出
来
な
い
事
情
に
あ
っ
た 

か
ら
、
.こ
こ
で
新
た
に
契
約
を■
受
人
と
結
び
、
偾
務
；

(1

兀
利)

に
新
た
な
契
‘
. 

約
の
手
數
料
を
加
え
た
金
額
を
課
し
た
方
が
會
社
と
し
'て
も
有
利
で
あ
っ
た
。 

之
をS

u
b
s
e
q
u
e
n
t

 A
r
t
i
c
l
e
s

と
い
ぅ
。
：旣
述
の
卸
賣
人
達
の
如.き
投
機
的
.

契
約
者
は
こ
の
方
法
で
處
分
整
理
さ
れ
た
。

- 

.
 

.-.

.

. 

.

.

* 

. 

■
 

•
 

-

Is
c
l

)

Q
£d
ct
-
®i«
hj
p

eWa
l
l
a
c
e
,
e
i
l
e

 llliiioi 
讲 Ce

n
t
r
a
l

 Railroad 

a
n
d

 I
t
s
O
o
l
o
n
i

-N'ation 

w
o
r
k
.

 

C
a
m
b
.
,

 

Mass., 

1934. 

pp. 

.
1
1
0
-
1
1
9
.

高
村
象
平r

ホ
ー
ム
ス
.テ
ッ
ド
法
制
定
前
1-
-' 

o
)

 

H
i
b
b
a
r
d
,

o
p
. 

c
i
r

chap. X
I
I

•
.就
：中 pp. 

i
l
l
- 

i
.

 

(

3〕

之
等
の
卸
賣
人
に
っ
い
て
ぼ
M
l=
:

ô-
t
t
 Reports, 

I
,
K
p
a
s

丨
 

.si

日
.
取
敢
え
ずI

I

卷
末
の
索
引
に
：ょ
ら
れ
た
い
。〔

但
し
'こ
の

豸§|
は

箄 

.
要
な
脫
落

♦
誤
讓
あ
る
：放
注
意
が
必
要K

あ

る

。

〕

簡

単

に

は

：
；
：

L: 

pp.29. 

:.9
-
3
0
2

參
照
°s

t
o
x
d
.

の
：み
は
宗
敎
團
體
の
；指
導
者
i
し
て
入
植
し 

た
例
。
.代
金
.の
支
拂
い
も
良
好
：で
、
：
團
體
員
も
善
い
人
翁
か
ら
成
る
。
'
 :

(

4) 

Ellieott R
e
p
o
r
t
s
,

 

L

 

pp
. 

2981299,

(

5) 

. 

Ellieott IReports, 

jr. 

p..8
7

 

-

(

6) 

E
v
a
n
s
,

 

o
p
.

 

eit., 

pp
. 

M
66-268'

•

ァ
メ
リ
カ
.の
.土
地
投
機
.に
.關
す
る」

硏
究

(
o
)

 

Enicott. Reports,..IL. p. 19̂
, 2

1
5
.

コ
ネ
テ
ィ
ヵ
ッ
.
.
ト

丘
陵
地

の
農
民
が
J 
.
ゥ
ォ
ズ
ヮ
ー
ス
に
自
己
，の
改
良
農
場
と
交
換
に
八
..五
0
エ
 

、
丨
ヵ
ー
の
原
野
を
エ
ー
力ー

當
り
四
ド
ル
で
買
っ
た
典
型
的
な
例(

一
八 

P
五
年)

。

東
部
農
場
の
評
.價
額
決
定
は
東
部
在
住
の
代
理
人
に
ょ
っ
て 

行
わ
れ
た

!°
,

(

東
部
農
場
と
.
»
0げ
0
1± 

3
§

?

所
有
地
の
交
換
例
。

■〔

ヮ
ォ
ズ
ヮ
I
ス
が
代
理
人〕

i

八O

五
年
。)

ー
八
三
0
年

代

p

f 

C
h
u
r
c
h

所
有
"の

ジ

エ
ネ
シ

_

地
方
の

土
地
七
、
八
〇
0
エ
1

力
ー
と 

.東
部

.

(

.
ニ

ユ
ョ

I
ク
州
ヮ
■シ
ン

ト
ン
及
び
ゥ
ォ
！

.レ
シ
雨
郡
と
ヴ
ァ

1

 

•
モ
ン
ト
州

ル
ト
ラ
ン
ド
郡

)

の
改
良

農
場r

五
〇
〇

H—

力ー

と
の

交 

V
.

換
。 

一

IMcNall, 

op. 

c
i
f
p
p
.

 2.5127. 105,

(

8) 

E
i
l
i
c
o
t
t^eports'n,. p. 2

1
5
:

(
C
O
.
E
n
i
c
o
t
t

 K
e
p
o
r
t
s
” L

p
.

 

3
7
2
.
佾
こ
、
で
序
に
移
住
費
用
の
問 

題
に

一
寸
熵
れ
て
，お
く
。
先
に
觸
れ
たQ

o
o
d
r
i
e
h

及

びD
a
v
i
d
s
o
n

 

'.
の
論
文
に
：於
.て
指
摘
さ
れ
て
い
る「

移
住
費
が
多
額
に
上
る
が
故
に
、
貧 

.し

.い
農

民

.
負銀
^
働
者
の
西
部
移
住
は
困
難
で
あ
る
喾
だ」

.
と
い
う
タ 

'.
丨
ナ
ー
說
批
判
の
論
點
に
關
し
て
.で
あ
る
。
ォ
ラ
ン
ダ
土
地
會
社
の
場
合 

'-
は
、
旅
費(

食
費
を
含
む)

，
家
畜

•
荷
殿
苹

•
農
機
具
，
種
子
及
び
次
の 

.收
稹
迄
の
生
活
資
料
に
加
う
る
に
家
屋
• 
土
地
及
び
そ
の
：改
良
費
の
內
、 

少
'く
と
%'
土
地
_
入

，.
費

及

び
そ
の
魂
泉
費
に
關
す
る
限
り
、
か
、
る
實
情 

■.
.は
.一.考
を
'要
す
.る
'で
あ
ろ
う
。
':,

(

10) 

w
v
a
n
s
'
o
p
.

 

c
i
f

;p. 307.

(

11) 

sili.eott Reports, L

 pp'313-314.

s

o
例
え
ば
、

M
c
M
a
h
a
n

及
び
そ
の
兄
弟J

a
m
e
s
M
e
M
a
i
i
a
n

V 

. 

' 

四
七 
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四
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三
田
學
會
雜
誌
.
第
五
十
卷
第
一
號
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.

.
/ 

•

.

.
へ

：

.
 

-

.

に
關
し
て
は 

R
e
p
o
r
t
s
,

 

I. pp, 

366

丨S67.
.
 

-

;
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五

'

、

一
八
〇
五
I

ー
八
〇
七
年
は
申̂

_
ぬ
*
に
ピ
ー
ク
を
形
成
す
る
が
、
一
八 

◦
七
年
に
な
る
と
注g
す
べ
き
現
象
が
起
っ
て
来
る
.。
土
地
が
購
入
者
か
ら
會 

社
の
知
ら
：な
い
第
三
考
の
手
に
讓
渡
さ
れ
た
が
、
之
が
新
舊
入
植
渚
の
間
丈
で 

な
く
、
入
植
者
の「

商
人
,-m

e
r
c
h
a
n
t

じ
に
^]
す
る
副
擔
保collateral 

s
e
c
u
r
i
t
y

と
し
.て
引
渡
さ
れ
、

債
務
が
完
濟
さ
れ
る
迄
商
人
の
手
中
に
殘
ネ 

れ
る
事
が
多
く
な
っ
た
。
そ
ど
で
ェ
リ
コ
ッ
ト
は

「

代
理
人
の
贫
諾
な
く
し 

て
、
契
約
書
の
夥
轉
乃
至
讓
渡
を■行
う
*-
は
出
来
な
い」

と
い
う一

句
を
契
約 

書
に
附
加
し
て
、

」

移
轉
の
實
情
を
っ
か
む
と
共
に
、
讓
渡
に
先
立
っ
て
元
利
の 

1

部
を
先
ず
支
狒
う
事
を
要
求
じ
よ
う
と
考
え
た
。
他
方
出
港
停
止
令
と
戰
爭 

-

の
影
響
で
、
土
地
へ
の
申
込
と
不
完
全
契
約
と
は
以
前
と
變
ら
ず
行
わ
れ
た
が
、 

現
金
收
入
は
i

し
た
。

モ
リ
コ
ッ
ト
は
前
拂
金
の
徵
收
を
强
行
し
よ
う
と
し 

た
が
、
移
住
者
の「=§

解
1-
と「

悪
評」

を
恐
れ
て
、.〖

寛
大」
に
扱
わ
ざ
る
を
：
 

得
な
か
っ
^

'又
土
地
投
機W

?

相
互
間
.の
.烈

し

い

競

爭

は

菏

酷

な

政

策

を

採 

る
事
を
避
け
し
め
た
。T

A
一.
一
年
迄
に
は
全
所
有
地
の
測
量
完
了
、
'
道
路
の
. 

奥
地
迄
の
開
通
、
傷
等
地
の
賣
却
濟
、.二'
ユ
!

ィ

ン

グ

ラ

.
ン

ド

人

の

大

量

移 

住
、
出
港
停
止
令
中
か
ら
の
力
ナ
.ダ
市
場
と
の
接
觸
，と
い

う
事
態
の
員
^
と
共 

に
、
他
方
で
は
五
％€)
.前
拂
金
さ
え
支̂

•わ
ぬ
契
約
者
が
益t
增
大
し
て
來
.た 

何
よ
り
注
目
す
ベ
き
點
は
小
規
模
な
投
機
者
の
横
行
で
あ
る
。
こ

のhHetail 

speculator 
メ 

s 

little 

r
ecl
-a
u m

o
n
e
y

 lesw speculator 

2 
は
定
住 

す
る
意
志
も
な
く
、
代
金
支
狒
の
意
志
も
な
く
、
.後

来

の

第

三

渚

に

「

チ

.ャ
ン 

ス」

を

五

〇

丄

一O

Q
ド
ル
’で
寶
り
つ
け
、
，
期
限
内
に
其
れ
に
失
敗
し
た
ら
、

'

.
四
八
.

(

因
八)

.
會
社
を
欺
し
て
期
限
を
延
長
し
て
貰
お
ぅ
と
企
て
た
。

こ
の
種
の
契
約
の
弊
窖 

は
、
.

「

殆
ん
ど
又
は
全
く
現
金
が
人
ら
な
い
事
で
、月
曜
日
の
朝
か
ら
土
曜
日 

の
晩
迄
事
務
所
に
申
込
者
が
殺
到
し
て
い
る
の
に
、
寶
却
に
便
利
な
土
地
は
殆 

ん
ど
彼
等
に
賈
占
め
ら
れ
て
殘
存
せ
ず
、

移

住

者

は

provisional 

pur- 

c
h
a
s
e
r

か
ら
間
接
に
賈
わ
ざ
る
を
得
なt

點
に
あ
っ
た
'°,
か
く
て
改
良
の 

.
實
態
は
把
握
出
来
な
く
な
る
と
共
に
、
事
務
丈
は
煩
雜
の
度
を
加
え
る
ば
か
り 

で
あ
っ
た
。.
そ
れ
故
一
八一

〇
年
以
哞
は
五
％

の
前
拂
金
.を
支
拂
わ
ぬ
奥
約
者 

に
對
し
て
は
入
植
を
認
め
な
い

と

い

ぅ

#
初
の
方
針
に
戾
ら
ざ

る

を

得

な

く 

な

つ

た(

メ
ィ
ヴ
ィ
ルM

a
y
v
i
l

出
張
：所
長
ピ
ー
コ
ック
に
對
す
る
訓
令
を 

見
ょ〕

。
：

最
初
の
契
約
の
滿
期
と
な
る
一
八
ー
：〇
年
を
境
と
す
る
こ
の
著
し
い
變
化 

は
、
移
住
者■に
と
り
魅
力
あ
る
土
地
の
減
少
と
共
に
、
會
社
經
營
を
窮
境
.に
追
い 

込
み
始
め
た
。
1

A

一
 

+
六

年

の

凶

作

に

よ

る

土

地

代

金

收

入

の

^

^

は

事

態

に 

拍
車
を
か
け
た
。
入
植
者
は
換
金
す
べ
き
餘
剩
農
產
物
.を
持
た
な
か
っ
た
か
ら 

で
あ
る
。
.他

方

一

八

一

七
年
以
降
爾
大
な
合
衆
國
の
公
有
地
が
酿
價
に
賣
り
出 

さ
れ
、
特
に.
一
九
年
の
ミ
シ
ガ
，ン
で
の
公
有
地
寶
り
出
し

(
H

丨

ヵ

ー

當
り
ニ
ド 

ル)

は
^

を
的
な
打
擊
を#
fi
t

に
與
え
た
。
之
よ
り̂

、#
tf
c

は
土
地
代
金
徵
收 

保
進
の
爲
に
一
八
〇
六
年̂
降

現

物

支

拂

の

途

を

開

い

た

.°
#

社

が

市

場

で

ぎ
 

.
少

損

を
し

て

處
分
し

て

も

、

支
拂
を
滞
納
さ
れ
る
よ
り
は
よ
い
と
考
え
た
爲
で 

あ
る
。.
穀
物
•
家
畜
等
の
形
態
マ
支
拂
わ
れ
た
が
、
會
社
は
其
れ
ら
を
評
價
額
で 

賈
い
取
っ
た
が
、
：
處
分
の
結
果
は
其
れ
を
遙
に
下
廻
り
、
損
失

(

名
！

e

價
値
の
五 

〇
％)
が
甚
だ
し
か
っ
た
の
に
對
し
、
'入
植
者
は
恰
も
現
金
拂
で
契
約
し
た
か 

:

の
如
き
土
地
を
獲
得
し
た
。
：
そ
の
上
こ
の
間
に
登
場
し
た
商
人
は
農
民
と
の
間 

に
信
用
關
係
を
結
び
、
#

社
側
は
偾
務
に
對
す
る
抵
當
を
把
握
す
る
事
が
出
来

な
く
な
っ
て
来
た
。

一
八.

1

〇
年
以
降H

リ
I

運
河
開
議
へ
の〕

動
き
に
よ
せ
た 

會
社
の
期
待
の
大
き
さ
も
故
な
き
事
で
は
な
か
っ
た
の
で

.あ
る
。
斯
く
て
滴
人 

へ
の
土
地
牴
當
化
は
重
大
な̂
題
と
な
.っ
た
。
' 
契
約
書
の
多
く
は
農
村
店
舖
主 

s
t
o
s
k
e
e
p
e
r

の
芋
.に
.艘
り
、
入
植
者
の
收
入
は
す
ベ
て
商
人

the trader 

に
茭
狒
わ
れ
て
了
い
、.土
地
會
社
は
何
も
受
取
る
事
が
出
来
な
く
な

っ
た
。そ

し 

て
入
植
者
は
他
人
に
屬
す
る
土
地
の
爲
に
、
商

入

t
r
a
d
e
r

に
對
す
るtenant. 

と
な
っ
坤
ノ
一 

八
.一
八
年
に
は
過
去
ニ
力
年
程
大
量
寶
却
は
な
く
、
社
會
全
體 

が
殆
ん
I

產
I

I

っ
た
。

{

潇

^|

的m
e
r
c
h
B
t
w

の
間
は
相
互
に
偾
權
.
•
債
務
關
係
の
網
に
覆
わ 

れ
、
互
に
法
律
家.
郡
長
.sheriffs 
•
避

安

判

事justices of 

p
i
? 

#

察

官
.co

i
i
s
t
a
b
l
e
s

及

び

看

守g
a
o
l
e
r
s

の
援
け
を
か
り
て
蹈
迫
し
あ 

っ
た
。

こ
の
地
方
全
體
の
偾
權
者
た
る
土
地
賣
却
者
の
手
に
金
は
入
ら
ず
、
輸 

入
商
人
の
手
に
流
れ
て
行
っ
た
。
人
々
は
勤
勞
に
よ
ら
ず
信
用
に
よ
っ
て
商
人 

か
ら
過
度
に
商
品
を
購
入
し
、
銀
行
も
過
度
の
割
引
を
し
、
額
に
汗
す
る
者
が 

少
く
な
り
、
穀
價
は
騰
貴
し
た
。
破
局
は
必
然
.で
あ
つ
.
た
。

.

.

1$(

1)

こ

の

「

商

-A」
s
e
r
c
h
a
n
t

は
別
の
個
所
で
は

S
t
r
a
d
e
r
s

 

又
は
更
に
明
確
に

 

r
o
o
ctJ
c+
Hy 

storekeeJJor 

2 

と

あ
り
、
 

s
s
s
l
i
c
s
l
o
o

 
目try 

と

.い
ぅ
商
品
交
換.
信
.用
授
受
關
係
に
立
っ

「

商
人」

で
ぁ
る
事
は
申
す

^
 

む
な
い
。
こ
の

「

商
人」

の
性
格
を
ど
ぅ
規
定
す
る
か
は
極
め
ズ
與
味
深 

い
問
題
で
あ
る

。

•

'

.

(

2 ) 

Ellieott Reports, 

L

 pp. 370-371.

ア
メ
リ
カ
’の
土
地
投
機
に
關
す
る
一
硏
次

(

3) 

E
l
I
i
c
o
t
t
w
e
p
o
r
t
s
'
L

 

§
，394-395.
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4
0 

例
え
ば
，Tr
o
u
p

 

と..wad w
o
r
t
h
” W

a
d

 w
o
r
t
h

 

と 

Enicott. 

と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
互
間
の
政
策
や
土
地
の
性
質
に
つ
い
て
の
中
傷
.
 

批
評
。
移
住
者
の
間
に
か
く
て
感
い
風
聞
が
立
て
ば
土
地
は
賣
れ
な
く
な 

>
.る
。

條
件
を
ょ
ぐ
'す
る
顧
^
は
激
化
し
、

そ
の
爲
の
出
製
も
嵩
ん
だ
。

M
c
N
a
l
l
,

 

o
p
,

 cit.; P
'
43. 

’

(

5) 

E
u
i
c
o

cbt
w
e
p
o
r
t
s
,

 

II. 

pp. 

7
4
1
7
7
.

尙 H 
リ
コ
ッ
ト
は 

n
e
e
r
—

-^second Jiand p
u
r
c
h
a
s
e
r
——

>

c+hird. p
u
r
c
h
a
s
e
r

 

と
、

い
ぅ
あ
の
べ
ッ
ク
的
な
西
部
段
階
説
を
.

「

古
く
且
極
め
て
正
確
な
話(
例 

外
は
あ
る
が〕

だ」

と
し
て
い
る
。(Enicott Reports, I.p. 401.)

(

6) 

s
l
i
c
o
t
t
w
©

 
で 
o
rcr
w
, 

K
. 

§.
 

y
t
^
.

(

7)
「

オ
ラ
ン
ダ
會
社
の
土
地
へ
の
定
住
の
現
段
階
に
於
て
、

H

丨
ヵ
ー 

當
り
三
ド
ル
で 

一
0
0 H

丨
ヵ
ー
の
.土
地
に
關
し
て
踏
入
金
の
五
％
を
支 

拂
ぅ
手
段
を
も
た」

ぬ
土
地
込
者
は
、
入
植
者
と
な
る
事
を
獎
勵
す
る
に 

値
し
な
い」

(Ellicottweports, II. p. 77

•
偷 P.85 
を
も
參
照 0)

(Co)
Mllicott

w
e
p
o
rcv
s
, 

R
. s

.
o>
7
l
7
4
T

(

9
.

) 

Ellieott R

a>ports, 

II, p. 

3
0
,

r-J288l289 ; 

E
v
a
n
s
,

 

o
p
,

.cit., pp. 

S12

丨
3
100
.
バ
ス
テ
ィ
の
エ
リ
コ
ッ
ト
褪
免
を
考
え
る
に
至
つ 

た
動
機
の
一
つ
は
エ
リ
コ
ッ
ト
.の
現
物
支
拂
制
度
實
行
の
拒
杏
に
あ

つ

 

た0

(

10
.

)

，Ellieott 

Reports, 

L

 

pp.. 

4081425, 

II. 

p
p
.

0 0

3
-0 0
5
,
 

1
9
?
1
<d
;
l
,
. 

215, 246, 

e
t
c
.
,

,_
>
;丨
•
ヨ
ー
ク
州
議
會
の
指
名
し
た
運 

河
委

.負
を
見
ょ

—
1

一
八
一
〇
年

^
はG

o
u
v
e
n
e
u
r

 IVIorris, 

s* 

N
,

 Eennw
o
l
a
e
r
,

 W
.

 N
o
r
t
h
,

 D
e

 W
i
t
t

 C
l
i
n
t
o
n
,
^
h
o
m
a
s
.

四

九

(

四
九)
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田
學
會
雜
.誌
'
.
.
.
第
.五
十
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.
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號
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'
•

E
d
d
y
,

 P
e
t
e
r

 R

 P
o
r
t
e
r

 

S
i
m
e
o
n

 

D
e

 W
i
t
t
;

1

八
一
六 

年

に

は

u

oWi
t
t

 

Clinton, 

S
t
e
p
h
e
n

 

v
a
n

 

nensselaer, 

S
a
m
u
e
l

 J
o
u
n
g
,

 M
y
r
§

 Holly &

 J
o
s
e
p
h

 Ellieott 

で
あ
っ 

 ̂

H

i

w

- 

d
^
. 

o
v 

O

F

.
d
d
.

105-103, .etc.,

.フ
土
デ
ラ
^
'
"ス
；
ト

大

地

生.の
_
き

に

'
つ''
い
.て
の
與
.：

味
あ
る
琪
實
に
つ
い
て
はI'ox, 

D
i
x
o
n

 

R
y
a
n
,

 

T
h
e

 

D
e
c
l
i
n
e

 

of.'Aristocr

g'y.in: t
h
e
、Politics .of .New... Y

o
r
k
.
:
N
,

 

Y., 

1919. pp. 

1
400
1
1
5
9
,

 302.-306, 3
3
4
1
3
3
7

 

を
參
照
。

<
11) 

E
n
i
c
o
t

ct-
R
e
p
o
r
t
s
,
I
I
.

 p. 229.

<
12)

圉
一 
§
詳 Reports, 

II. p. .24i. 

•
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六
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v
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•
 
• 

. 

■

オ
ラ
ン
ダ
土
地
會
社
に
對
す
る
不
滿(

エ
リ
コ
ッ
ト

.例
人
に
對
す
る
そ
れ
を

.

も
含
め
て)

は
初
期
か
ら
現
れ
て
い
る
が
、
積
極
的
な
反
抗
と
な
っ
た
.の
は
一 

八
三
〇
年
代
の
平
ば
で
あ
る
。.不
滿
の
原
因
は、

.

⑴

契
約
時
の

mf
'

.
釦6

支
拂
で
あ
る
。
不
遇
と
貧
困
の
中
に
.東
部
又
ば
ft
. 

外
か
ら
移
住
し.て
來
た
入
11

者
に
と
っ
て
、：
前
拂
金
を
現
金
で
支
拂
ぅ
事
は
困 

難
で
あ
っ
た
。
實
際
は
契
約
者
に
應
じ
て
、
又
あ
る
時
期
を
限
っ
て
便
宜
令

1

〉

っ
た
事
も
あ
る
が
、
其
れ
が
逆
に
他
の
者
の
不
滿
を
招
い
た
事
は
爭
.え
な
い
。

'⑵

小
：

趣

設
♦
.修
理
費
を
^y

側
が
出
來
る
丈
入
植
者
に 

負
擔
さ
せ
ょ
ぅ
と

し
た
。
入
植
者
侧
も
勿
論
會
社
侧.に
_

し
ょ
ぅ
と

し
た
。

#

に
不
在
地
主
に
對
す
る
課
税
問
題
が
爭
點
で
あ
っ
た
事
は
旣
述
し
た
。
こ
.の 

箸
し
い

一
例
は
バ
ッ
フ
ァ
ロ
埠
頭
建
設
問
題
で
あ
る
。

エ
リI
運
河
の
終
點
を 

*フ
ラ
ッ
ク
'
•
ロ
ッ
ク
に
す
る
か
バ
.ッ
フ
ァ
ロ
に
す
る
か
と
い
う
間
題
が
持
.上
つ

ニ

.'
'、
 

、五
0

.

'た

時

、
：
、
'ハ
_
ッ

ラ

ァ

ロ

ホ

員

は

州

議

會

に

そ
の

建
設
援
助
を
求
め
る
請
願
を
し
た 

が
、
援
助
か
ら
贷
附
授
與
と
條
件
が
變
つ
た
時
、
.'
市
民
.は
オ
ラ
ン
ダ
土
地
觀
社 

.

.に
援
助
を
要
請
し
拒
絕
さ
れ
た
。
市
民
は
奥
敢
に
起
工
.
成
功
し
、
運
河
は
パ 

:

ッ
フ
ナロ ：.

タ
リ
I
ク
河
ロ
に
つ
な
が
れ
た
。
總
代
理A

ハ
ス
テ
ィ
が
拒
絕
し 

.
た
の
.は
全
く
の
目
先
の
き
か
ぬ
出
し
惜
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一

Q

年)

後
、'ハ 

.
ッ
フ
ァ
ロ
が
會
社
攻
擊
の
中
心
地
に
な
つ
た
め
は
こ
の
事
件
に
起
因
す
る
。

工 

リ

ー

湖

東

岸

の

ポ

I

ト

ラ

ン
：ド
埠
頭
建
設
に
當
っ
て
も
こ
れ
に
似
た
^
情
が
知
. 

ら
れ
て
い
^

勞
せ
ず
し
て
利
益
を
得
た
會
社
は
、
.
一
〇
年
後
に
は
自
ら
播
い 

た
種
を
刈
取
る
講
と
な
つ
た。

.

ら

-:
於
靜
地
晰
觀
。
當
時
の
土
地
投
機
證
に
と
っ
て
、
そ
の
所
有
地
の
う

■ 

ち
、
優
等
地
を
保
留
し
、
先
ず
劣
等
地
を
賣
り
出
し
、
地
價
の
騰
貴
を
俠
っ
て 

保
留
地
を
賣
り
出
す
事
は
普
通
の
事
で.あ
つ
た
。
才
ラ
ン
ダ
土
地
會
社
も
最
劲 

三
〇
离
エ
ー
ヵ
ー

を

®
り
出
し
た
^
、

早
く
も■「

會
社
は
劣
等
地
の
み
賣
っ
て 

'い
る
の
だ」

と
い
う
噂
が
立
つ
た
。
バ
ス
テ
ィ
が
全
所
有
地
を
賣
り
に
出
す

« 

を
•要
請
し
た
の
は
、
か
か
る
惡
感
情
を
防
ぐ
爲
丈
で
な
く
、
會
社
所
有
地
か
ら 

の
財
政
監
理
官su

p
e
r
v
i
s
o
r

 

(

自
汝
聚
落
に
一
名

)

を
增
す
■
を
意
圖
し 

て

い

炫

~

こ

の

爲

に

バ

タ
ヴ
ィ
ア

の
外
バ
ッ
フ
ァ
口
の
如
き
聚
落
の
人
口
を
速 

か
に
增
大
さ
也
る
事
が
必
要
と
な
る
。
と
こ
に
土
地
投
機
業
者
に
よ
る
都
市
建 

識
の
努
力
が
見
ら
れ
レ
。
然
る
に
か
か
る
土
地
開
放
の
半
面
、

エ
リ
コ
ッ
ト
は 

理
由
を
か
ま
え
て
特
に
優
等
地
を
保
留
し
始
め
た
。
.其
れ
ら
の
土
地
は
入
植
者 

の
垂
.涎
の
的
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ.の

「

社
會
の
利
益
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
公 

共
心
の
缺
如」

に
對
す
る
不
平
は
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
日
會
社
に
對
す
る 

强
い
反
對
を
招
く
原
因
と
な
つ
た
事
は
申
す
迄
も
な
い
。

 

.
 

-

d

:最
後
に
、
エ
リ
コ
ッ
ト

.の
政
治
的
立
場
と-

1

ュ
I 

.ヨ
I
ク
の
政
爭
と

の
關
係
。
前
述
せ
るA 
.
フ
ー
プ
ス
が
契
約
不
履
行
問
題
を
め
ぐ
っ
て
エ
リ
コ 

>

ト
と
對
立
し
た
時
、

フI
プ
ス
の
背
後
に
は
フ

H

デ
ラ
リ
ス
ト
、
ト
ー
マ
ス
， 

モ

リ

ス〔

口
バ
ー
ト•

モ
リ
ス
の
子〕

が
居
て
、

エ
リn.

ッ
ト
の
代
理
人
の
地 

位
及
び
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィT
の
總
代
理
人
の
地
位
を
そ
の
政
治
的
影
響
力
の
故 

に
、
2
!已
の
.支
^
下
に
^
こ
ぅ
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
又.、'ハ
ス
テ
ィ
は
.早V

*

か 

ら
何
度
か
所
®

を
ニ
ュ
I 

•ョ
！
ク
.州
に
寶
リ
附
け
ょ
ぅ
と
し
た
。

ー
八
一 

九
年
知
事
ク
リ
ン
ト
ン
の
支
持
を
免
け
て
殆
ん
ど
寶
却
に
成
功
し
だ
が
會
期
切 

れ
の
爲
失
敗
し
た
。
賛
否
兩
顧
の
論
據
は
樣
々
で
あ
る
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
派
は
、 

M

部
'の
政
治
的
支
持
を
得
ょ
ぅ
と
し
、
そ
の
爲
に

H

リ
コ
ッ
ト
の
政
治
的
影
響 

力
を
險
き
た
い
と
い
ぅ
意
圖
を
も
つ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。

.
エ
リn

ッ
ト
は
從 

來
ク
リ
ン
ト
ン
を
安
持
し
て
い.た
が
、

一
八
一
九
年
以
降
彼
と
袂
を
分
ち
、
民 

全
钺
の
ヴ
7
ン

，
ビ
ュ
ー
レ
ン
派
に
加
わ
つ
て
い.た
，
彼
が
土
地
會
社0
事
務
. 

所

を「

宛
然
政
黨
支
部
化
し
た

」

事
は
、
彼
の
：權
威
主
義
的
性
格
と
相
俟
っ
て 

A
植
者
の
强
い
反
感
を
招
私
た
原
因
で
も
あ
づ
た
。
.タ
リ
ン
ト
シ
派
：の
策
謀
に 

ょ
り
バ
ス
テ
ィ
，

Q

支
持
を
も
失
い
、
八
ム
私
の
非
難
の
：昂
ま
る

.裡

.に

彼

は

薆

髒

症
 

に
催
り
、
.自
ら
職
を
辭
し
て
自
已
の
所̂

^
に
去
り
、
そ
の
經
營
に
餘
生
を
遂 

.っ
た
。
併
し
彼
が
政
带
に
避
込
ま
れ
：た
の
.は
、
實
に
.土
地
投
機
そ
の
も
の
の
本 

質

に

极

ざ

す

も

の

で

あ

り

、
：
不

可

分

の

：も

の

だ

っ

.̂
の
：で

あ

る。
'

.

'

.

.

.

へ

,
.
.
.
'
.

■

;,

:

娃
.
T

)

.
一
八
一
1
0年
代
以
降
の
農
業
生
產
の
展
開
及
び
會
社
對
農
民
の
對
立

.
•圖
爭
に
つ
いV

は
別
槁
を
'期
し
た
い
。

.

;

X
2)

度

^
の
政
策
變
更
に
對
す
る
不
滿
の
例
と
し
て
、
:.
;
^
^
!
^
,

'.
'
。
？
.

〈
00 > 

E
v
a
n
s
,

 Ibfd., pp. 287-294.

ァ
メ
リ
カ
の
：土
地
投
機
.に
：關
す
る
..ー
硏
：究

,

.

(

4) 

E
v
a
n
s
y

 Ibid., p.. 294. 

.

(

5) 

Supervisor 

の
選
出
に
っ
い
て 

@

0̂
0
 ̂Reports, 

I. P. 

225. 

H
v
a
s
, 

Ibid./p. 252.

(

e) 

E
v
a
8
,

 

Ibid., 

d, 252, 

_
s
t
t 

wepcrts, I
L

 pp. 42-49.

ニ
 

H 

I 

V
K
,
f

ス
”テ
，ル
；ダ
ム
は
一
八
一
〇
座
に
至
る
八
年
間
に
人
口
四
〇 

〇
.の
村
落
と
な
っ
て
い
る

〔「

殆
ん
ど
.全
部
四
人
の
移
住
渚
で
櫛
成
さ
れ
て 

.い
-
る
ニ
 

H 

I 

•ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
人」

s
, 

P
V 

2
2

00) 

4も
い
つ
て
い
る
か

ら
、
.
：
恐
ら
く

 

一
0

0
家
^
せ
の
#
罾
で
あ
ろ
ぅ
'-
そ
の
職
業
構
成
左
の
郎 

し

.

—
—

criac.ks.mit.hs,

op
p
po
&
oH
gN*
ぽ
o口 
w
®
. 

joinerw, brick m
a
-

 

Isers, .bricklayers, 

srt
-
o
n
e 

m
a
s
o
n
s
,

 cabinet a
n
d

 .chair m
a


kers, t
a
n
n
e
r
s

 a
n
d

 curriers, bakers, b
u
t
c
h

'fflrsy sh
o
e

 a
n
d

 

b
o
o
t
m
a
k
e
r
s
,

 taylors, hattersv saddlers, h
a
r
n
e
s
s

 m
a
k
e
r
s
,

 

w
h
e
e
l

 w
r
i

的ht

 etc. etc.;
1
1

 

i
a
roq
e stores of m

e
r
c
h
a
n
d
i
s
e

■ .(2: .whole'.male 

wtores 

..
を
.含
む
.

)

，.
.Co
, 

a
p
o
t
h
e
c
a
r
i
e
s

 

s
h
o
d
w
O
H 

d
r
u
g
g
i
s
t
s

 

(
w
h
o
l
e

 s
a
l
e
o
r

 re
t
a
i
l
)
,
3

 t
a
v
e
r
n
s

 

&

 

i
a
B
S
, 

a

 

p
o
s
t

 

o
B
c
e 

B
a
i
l
. s

t
a
g
e
l

も
っ
て
こ
の
材
落
の
性
格
を
知 

る
事
が
出
來
ょ
i

バ
汐
ヴ
ィ
ァ
に
‘っ
.，い
て
%
同
機
で
お
る
。

(

7)

チ
リ
コ
ッ
ト
は
公
共
雄
築
物
其
の
衡
の
爲
に
村
落
內
の
優
等
地
の
或 

:る
も
.の
.を
，保
留
し
、'-
滿
足
..す
.べ
き
.
.日
^
1を
'連
て
る
.人
に
賣
.ら
れ
る
迄
、

.

.

.
多
數
■の
水
力
利
用
地
...をも
.保
.留
し
た
。
.特
に
'.パ
....
ッ
：
フ
ァ
ロ
で
は
、
_ー
 

八
ニ

.
 

a
年
迄
彼
が
會
社
の
爲
に
保
留
し
た
土
地
や
、
彼
自
身
及
び
彼
の
親
戚
に 

;ょ
っ
て
^
3
:い
取
.ら
.れ
た

：
ま

ま

放

：歡

さ

れ

て

.い
た

土

地

に

は

、
#■
の

中

心

部 

0
空
地
の
多
く
が
合
ま
れ
.て
い
た
。
其
れ
等
が
入
手
出
來
ぬ
事
を
知
っ
た
：
 

:

時
パ
ッ
フ
ァ
ロ
抹
民
め
不
滿
は
增
大
し
た
。

ー
八
ノ
ー 

六
年
に
も
エ
リ„

ッ

■
 

V 

-
 

■
:
-
 

-

■;
,

■
五
'1

.

S
 !) 

'



:
1
ー
ー
田
學

-#
雜
誌
'
--
'
笫
五
十
卷
:,
'
.第

1'號 

.卜
は
土
リー

連
对
豫
定
地
沿
い
の
土
地
の
大
部
分
を
保
留
し
、
退
職
ず
る 

へ
迄
保
留
狀
憩
に
お
い
た
。
M
一
に
他
の
地
域
で
.も

同
じ
頃
大
規
模
な
保
留
を
. 

•
し
て
い
た
事
は
明
か
.で
あ
る
o
H
y
a
n
«
o
p
, 

0
^
-
J pp. 254:1255, 

<
8
.

)
彼
は
こ
の
點
：を
特
に
カ
說

■し
'て
.い
る
。

E
l
H
c
o
t
t

 

R
e
p
o
r
t
s
,

 

I. 

pp. 3
s
l
-
3
8
r

■■

<

9

V
一
 

七
九
八
年
、

I

八
〇
u

年
の
試
み
は
失
敗
し
て
い
る
。
.一
八一

九 

年
め
場
合
は
、
#

社
側
が
不
在
地
主
へ
の
高
額
課
税
法
案
と
、

ォ
ラ
ン
ダ 

,

人
地
主
.へ
.の
次
第
に
身
ま
る
敵
意
'に
.脅
か
さ
.
.れ
た
爲
.で
あ
る
.が
.、
'
.其
.れ
を 

支
持
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
派
は
そ
れ
か

lb
'「

政
治
資
本」

s political c
a
p
—

「

を
引
出
そ
ぅ
と
し
た
。

右9

詳

し

い

事

情

はE
v
a
n
s
,

 

.
o
p
.

 

..... 

<
3
i
r
p
p
.

 2
6
9
-
2
7
4
.

^
'
6
.
Q
h
a
p
,
x
x
i
M
。

.

(
1

九
五
.六
•
一
 

一
 

• 

S

五
ニ 

.

.

(

五

5

.:
M 
ニ
：田

學

.會

雜

誌

！
:'
•
:

第
四
十
九
卷
：
第

±
1

號

目

次

-
論

說

：

國
鐵
運
賃
に
つ
い
て
の
一

—

…
…

…
…

…

^

#

0

一
 

科
學
的
管
理
法
の
總
體
的
港
察

…
…

…
…

…

野

,'
ロ

祐
 

經
營
政
策
論
：の
展
開
へ
め

—*
.t&

i
i
:
.
:
:
:
…

關
へ
：
.

：

ロ
操 

黎
明
期

o'
ィ
ギ
リ
ス
勞
働
組
合
運
乖
：
：
：
：
飯

田

斟

■

資
'

.

料 

_

マ
，
ル

タ•
ブ
ロ
ッ
ク
と
歷
史…

…

：…
…

—

：：渡
：
邊

國

廣

.

書
評
及
び
紹
介

D
.
w
a
m
b
e
r
g
,
w
c
o
n
o
m
i
e

 Growtii

a
n
d

 Instability.::;

鈴

木

.

諒 

一

武
藤
光
朗
著

『

經
濟
倫
理』

…

：…
…

.

•

…

：
.丨

氣

賀

.
傲

三

r

j,
,
,

<

丨̂
■

『

封
建
農
奴
制
ロ
シ
ャ

:

.における商人資本

』
…

…

常
盤
政
治

經
濟
學
關
係
文
献
目
錄

最
近
に
お
け
る
物
價
史
研
究
の
動
向

今
世
紀
に
入
っ
て
の
史
研
究
の
隆
盛
は
、
第
一
次
大
戰
中
と
戰
後
の
ィ 

.ソ
フ
レ
で
^

^
に
對
す
る
關
心
が
高
ま
つ
た
こ
と
に.起
因
し
た
。
力
ー
ネ
ギI 

財
團
に
よ
る
大
戰
史
で
は̂

^

情̂
が
重
視
さ
れ
、Bo
w
l
e
y
,

 

L., 

P
r
i
c
e
s

 

a
n
d

 W
a
g
e
s

 

i
n

 

t
h
e

a
B.
ch
o
a.K

i
n
g
d
o
m

 1914I19

CO0, L
o
n
d
o
n

 1920 

と
、M

a
r
c
h
,

 

L
.
g
o
u
v
e
m
e
n
t

 

d
e
w

d
.̂
x
0>
c+d

e
s

. 

saiaires 

pa>
tj
cb
_ 

a
n
t

 la g
u
e
r
r
e
,

 

P
a
r
i
s

 

1
9
2
2

の 
一*
、
が
^
に
加
え
ら
れ
た。

他
方
で
物 

償
史
の
方
法
に
對
す
る
理
論
的
反
省
も.あ
り
、
例

え

ばLa
y
t
o
n
,

 

W
.

 

&

 

C
r
o
w
t
h
e
r
,

 

G
.

 

A
n

 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

-
t
o 

t
h
e

 

gct
-

&

%o
HlPrices, 

2
n
d
.

 

edition, 

L
o
n
d
o
n

 

1935; 

F
ebvr
e
,
. 

L
.

 

= L
®

 

p
r
o
b
u
m
e
.

, 

iListorioue 

p
H
i
x
'
4 

<3/hist. 

s
c
o
n
o
m
i
q
u
e
.

 

et 

S
Q
C
i
a
l

J02 

(
1
9
3
0
)

が
目
立
つ：

た
。
そ
し
て
、®

史
に

對
す
る
こ
の
よ

ぅ

 

な
關
心
の
高
ま
り
は
、

ハ
ー
パ

一

ド
の
學
者Ga

y
,

 

の
提
唱
で
、
篇

史
 

ff
究
の
た
め
.の
國
際
的
協
力
の.必
要
か
ら
、
.

International 
. scientist 

C
o
m
m
i
t
t
e
e

 
§
 p

r
i
c
?
H
i
s

c»-.ory:

が
組
織
#
れ
る
に
'及
ん
で
最
高
潮
に.

.

最

近

に

.おける

物

價

史

研

究

の

動

向

渡
"

’

.

，邊.
國
廣

達
し
た
。
そ
の
第
一
囘
會
合
は
：一
九
三
〇
年
五
月
に
開
か
れ
、
ア
メ
リ
ヵ
に
つ

' 

い
て
は
主
唱
者
のGa

y

が
、.
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ッ
、
オ

ー

ス
ト 

リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

H
a
u
s
e
r
,

 

H
.
,

 

w
©
v
e
r
i
d
g
e
、 

W
,

 

H

o

w

H

g

J
 

p
H
i
b
r
a
m
,

t>
. 

p
o
s
t
h
u
m
u
s
,

が
中
心
に
研
能
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
議

長

は

w
e
v
e
r
i
d

oqe

で
あ
，
 

つ
た
。
ま
た
ポ
I
ラ

ン

ド

で

早

く

か

ら

濃

の

研

究

に

從

つ

た

F
r
， 

や
、
ス
ペ
イ
ン
の̂

^
に
深
い
知
識
を
持
つ

H
a
m
i
l
t
o
n
,

 

K

 

J
.

が
討
議
に 

.加
わ
り
、
委
員
と
し
て
各
自
の
專
攻
で
研
究
を
指
導
す
る
ょ
ぅ
委
囑
さ
れ
た
。 

委
員
の
手
で
.そ
れ
ぞ
れ
t

史
の
硏
究
.が
進
め
ら
れ
、.相
當
の
成
果
を
擧
げ
つ' 

つ
あ
る
。'旣
に
そ
の
一
部
は
纏
め.ら
.れ
.、
ド
イ
ッ
に
つ
い
てM
J
W
Q
3
の
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